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一．前世の記憶と乙女ゲーム












　ワーギイル王国には、世界各国のあらゆる社交界で通用する礼儀作法と高い教養を身に付けられる、ソシアルスクールがあった。

　入学条件は十八歳以上で寄宿舎を卒業していること。王室が管理と運営をしている関係で授業は離宮で行われる。すべての過程を終えれば国王に拝謁して証を授与されることで、ソシアルスクールを卒業したことが認められ、そのまま王宮舞踏会で社交界へデビューする。

　社交シーズンに入る直前の一か月間だけの受講だが、授業料はかなりの高額だ。通常の社交界なら、寄宿舎での教育だけで十分通用するので、ソシアルスクールに入るのは、裕福な貴族の子弟ばかりだった。

　ユングソン伯爵令嬢のソニアも、家が裕福なので寄宿舎を卒業したあと、ソシアルスクールに入学することになった。

　離宮へ向かう馬車の窓から町の景色を見て、彼女は、自分に前世の記憶があることに気が付いた。

（ここは、あの乙女ゲームの世界？）

　ソニアには、物心ついた頃から不思議なデジャブを感じることが多々あった。

　幼い頃に母親が亡くなって、当時は他に誰も身寄りがいなかったので、孤児院へ入れられた。貧しい生活を余儀なくされても〝いずれ貴族のお嬢様になれる〟と、なぜか思っていた。

　ユングソン伯爵家から迎えが来た時に、亡き母が伯爵の愛妾だったと知らされて〝やっぱり〟と思うと同時に、正妻の伯爵夫人やその息子の異母兄が、辛く当たってくるだろうと覚悟をした。

　しかし、引き取られてから、ソニアが素直に言うことを聞いて、躾けられる通りに礼儀正しくしていたせいか、伯爵家では本当の娘や妹のように可愛がられて、彼女は拍子抜けしたのだった。

　夫人も異母兄も〝子供に罪はない〟と考える良心的な人で、庶子でも伯爵家の娘としてふさわしい身のこなしができるようにと、名門の寄宿舎へ入れてくれた。その上、昨今の社交界では、血筋よりも本人の資質を重要視されることが多くなってきたからと、ソシアルスクールへの入学も勧めてくれたのだ。

（そういえば私の外見って、ゲームのパッケージに描かれていたヒロインそのものだわ）

　最近、自分の容姿を鏡で見るたびに、見覚えがあると思っていた。

　だが、前世の記憶が戻ったといっても、印象的だった夢を思い出しただけのようなもので、以前の自分の名前や、いつどうして死んだかまでは思い出せない。

（どんなストーリーだったっけ？）

　ソニアは、馬車に揺られながら、ゲームの記憶を辿る。

　前世でプレイした乙女ゲームのタイトルは忘れてしまった。それでも有名なシナリオライターやイラストレーター、大人気の声優たちを起用して、初心者にも興味を持ってもらおうとメーカーが狙って作ったものだということは、おぼろげに覚えている。

　舞台はソシアルスクールの離宮の中で、期間は入学してから卒業するまでの一か月間。メインルートは、初対面のイベントを起こせば、分かり易い選択肢が続いて必ず王子とのハッピーエンドを迎えるイージーモードで、バッドエンドは誰とも恋人になれないだけのぬるいもの。

　全年齢版だったので、発売当初はキャストが目当ての人や、乙女ゲームを始めたばかりの十代の女の子にしか売れなかった。けれど半年後に十八禁の追加ディスクが販売されると、一気に売り上げが伸びて評判になったのだ。ふんわりとした砂糖菓子のような恋愛から、刺激的な大人の恋愛まで楽しめると、幅広い年齢層の女性から支持された。

（確か、この国の王子と、宰相の嫡男、騎士団長の次男が攻略対象者だったかしら）

　メイン攻略者の王子は、金髪碧眼で見目麗しく、悪役令嬢にいじめられるヒロインをいつも優しく庇ってくれる、まさしく童話の王子様のようなタイプだ。

　ちなみに初対面のイベントで王子ルートの選択肢を選ばなければ、宰相の嫡男や騎士団長の次男のルートに行ける。

　対象者の最初のイベントを起こせば、キャラクタールートに入り、会話をして選択肢で好感度を上げていけば攻略できた。

　メインヒーローの王子は特に簡単イージーモードで、別の攻略者ルートに入ってしまっても、最初の一週間のうちに軌道修正して彼のキャラクターイベントを起こせばあっさり攻略できる。逆に、王子ルートに入ってしまえば、他の人を攻略できなくなっていた。

（でも、追加ディスクでは、王子ルートが難しくなったって噂で聞いたわね）

　前世では全年齢版の本編しかプレイしたことがなかったので、ネットの噂しか知らないが、追加ディスクでは攻略者やエンディングが増えたらしい。

　追加された最初の選択肢を間違えると、軌道修正がしにくくなって、王子攻略が難しいルートが出てきたそうだ。

（こんなことなら、追加ディスクを買っておけばよかった）

　プレイしていた頃は大学に入学したばかりで、男性と付き合ったこともないし、周りに比べて考え方も幼く、十八禁ゲームは敷居が高かった。

　そもそも乙女ゲームも、雑誌の抽選で当たったもので、自分で買ったものではない。

　まさか前世の記憶を持ってゲームの世界に転生するなんて思いもしないし、全年齢向けのストーリーでも十分ときめいていたので、本編をクリアしただけで満足したのだ。

（ゲームの世界でヒロインに転生かぁ。ラッキーだと思うけれど、どうしよう？）

　メインルートがイージーモードなのだから、ソシアルスクールで普通に過ごせば王子とハッピーエンドになるかもしれない。

　だが、ゲームの王子は悪役令嬢と婚約していて、ヒロインが王子を攻略すれば、彼と悪役令嬢との婚約破棄イベントが発生する。

（悪役令嬢は、意地悪で口うるさい人だったから、婚約破棄の〝ざまぁ〟は、すかっとしたけれどねえ……）

　現実に、このワーギイル王国の王子であるレイモンドには婚約者がいる。

　婚約者はモールディング侯爵令嬢のコンスタンスで、ソニアと同じ年の彼女が、今期のソシアルスクールに入学するということは噂で聞いていた。実際には会ったことがないので、コンスタンスが悪役令嬢のように意地悪かどうかはわからない。

　前世でプレイしていた時は、それぞれに魅力的なところがある攻略者たちのことは、ある程度気に入っていたが〝この人が一番好き〟と、のめり込むことはなかった。

　ソニアは、婚約破棄のイベントがあるとわかっていて、メインルートの王子を攻略しようとは思わない。ゲームなら、悪役令嬢から横取りしても構わないだろうが、現実で他人の婚約者を奪うようなことはしたくなかった。

　それに、この国の王子はレイモンドだけだ。万が一にもソニアが、王太子でもある彼と結婚すれば、〝未来の王妃〟という重責がついてくる。

（ゲームや小説なんかでは、優しい王子様と結ばれるのがハッピーエンドかもしれないけれど、私にとってはバッドエンドでしかないわ）

　幼少期を過ごした孤児院は、前世の庶民生活と大差がなかったし、ユングソン伯爵家は裕福でも不要な贅沢はしない。そのせいか、ソニアは、貴族の堅苦しさが苦手だった。

　伯爵夫妻のおかげで、貴婦人としての教養は身に付いてソシアルスクールにも入るが、根強い血統主義者の貴族はいる。いくら伯爵令嬢であっても妾腹の娘に〝未来の王妃〟は、さすがに分不相応だろうと弁えていた。

　ソニア自身、気の抜けない外交や公式行事ばかりある王族には、頼まれてもなりたくない。

（ゲーム通りのエンディングなら、騎士団長の次男とのハッピーエンドが一番妥当だわ）

　攻略者の中では騎士団長の次男が、一番釣り合いが取れているだろうから、現実で恋人になって結婚まで話が進んでも何の障害もないと思われる。

　筋肉質な彼の逞しすぎる体形は苦手だが、ゲームでは真面目で実直で、女に慣れていないのが分かり易い人だった。

　見た目は宰相嫡男が一番好みだけれど、銀髪で瑠璃色の瞳を持つ美貌の彼は、腹黒い策略家でツンデレだ。

　ソニアは、今でこそ、好きな子に意地悪をして気を引こうとするツンデレを理解できるようになったが、ゲームをプレイしていた頃は、ヒロインに冷たく当たる宰相嫡男の捻くれた言動が嫌いだった。あとでフォローが入るとはいえ、いじめられても彼に惹かれていくヒロインの気持ちもわからなかったのだ。

（宰相嫡男は王子の側近でもあるし、メインの共通ストーリーが多いから、選択肢を間違えたらすぐに王子ルートへ入ってしまいそう。王子と一緒に、彼も避けておいたほうが無難だわ）

　ここがゲームの世界なら、ソニアの目標は誰とも恋人にならないバッドエンドだ。たとえ恋愛をするとしても攻略対象者など気にせず、自由に恋がしたい。






　馬車が離宮の正門をくぐると、広大な敷地にゲームで見た通りの外観がそびえていて、ソニアは目を瞠る。

　ソシアルスクールに使われる本邸と、生徒たちの寮となる別邸が見えてきた。

　ソニアは、手続きを済ませて、与えられた部屋に案内される。

　侍女にお茶を入れてもらってのんびりしていると、ドアがノックされた。

　侍女が応対して、ソニアと同じ金髪と青い瞳の少女を連れてくる。

「お隣のお部屋に入られたお嬢様が、ご挨拶に来られました」

「初めまして。ムアヘッド男爵家のイザベラと申します」

　挨拶をするイザベラは、豪華なドレスを身に纏い、華やかな髪飾りやネックレスを付けて、派手な装いをしていた。

「初めまして。ユングソン伯爵家のソニアと申します。どうぞ、お掛けください」

　ソニアがテーブルに招いて、侍女にお茶を用意させると、イザベラが手を叩いてはしゃぐ。

「あら、お茶に招待してくれるの？　嬉しいわ」

　ソニアは、彼女の砕けた口調に目を丸くした。

　言葉遣いにうるさい貴族が多いのに、初対面でなれなれしくされたのは初めてだ。

（イザベラは、ゲームと関係があったかしら？）

　お茶を飲みながらイザベラを見る。名前は憶えていないが、見た覚えはあった。

（あ、そうだ！　追加キャラクターだわ）

　十八禁の追加ディスクをダウンロードすれば登場する、選択肢によっては協力的な親友にも、邪魔ばかりするライバルにもなるという女の子だ。

（彼女は、親友かライバルか、どっちかしら？）

　プレイしていないからわからないが、協力者なら心強いかもしれない。

　じっと見つめていると、イザベラが微笑む。

「ソニアは、王子様に興味がある？」

　呼び捨てられるのも気になったが、親友になるのなら仕方ないかと黙っていると、彼女は内緒話をするように顔を近づけて囁く。

「今日の午後に噴水前に行けば、王子様に会えるわよ」

「え？」

　ゲーム開始は明日からで、レイモンドとはその時に初対面のイベントが発生するはずだ。

　イザベラを見ると、彼女は素知らぬ顔でカップに口をつけた。

（もしかして、追加ディスクのイベント？）

　この世界があのゲームの世界でも、追加ディスクのシナリオで動いているのなら、プレイしていないソニアには知らないこともある。

「どういうことですか？」

　味方かどうか判断ができないので警戒していると、イザベラは両手でカップを持ってテーブルに肘をつく。

「このあと庭を散策すれば、わかるわよ」

　彼女が思わせぶりなウインクをするが、ソニアは極力レイモンドには会いたくない。

　けれど、イザベラが帰ったあと、侍女が追い立てるように散歩を促す。

　家から連れてきたのではなく、離宮で働く部屋付き侍女なので融通が利かず、外に出なければいけなくなった。

（王子に会いたくないのに、ゲームの強制力かしら？）

　本編の選択肢は明日からだが、追加ディスクの選択肢がいつから始まるかわからない。

　追加の選択肢の中には、王子ルートに入れなくなるものがあると聞いている。

　どこで現れるかわからないので、ソニアは注意しながら庭に出ることにした。






　敷地のあちこちに四季折々に合わせた庭園があり、馬車の通る道路と人が歩く歩道がきちんと整備されている。

　植え込みで囲まれた庭園の周りに、広い道路がのびていて、道の両端には歩道を示すように色を変えてペンキが塗られていた。しかもはみ出さないように配慮をした縁石が連なっていて、植え込みに植えられている低木の花壇も煉瓦で一段高くなっている。

　本邸まで行って、すぐに帰るつもりで歩道を歩いていると、低木の向こう側に噴水が見えた。しかも通りやすそうな脇道が低木の間にある。

（噴水前に行くのなら、この脇道を通ったほうが早いわね）

　噴水のある庭園へ行く分かれ道は、もう少し先にある。歩道に沿ってそこへ行くより、脇道を通るほうが早いだろう。

　だが、子供ならいざ知らず、大人の仲間入り社交界デビューをしようというソニアは、植え込みの中に入ってまで脇道を通ろうとは思わない。

（王子に会うつもりもないし、いくら近道でも、はしたない真似はできないわ）

　ソニアが脇道を通り過ぎて歩道を歩いていくと、十字路の分かれ道に出た。

　右に曲がれば噴水の庭園で、まっすぐ行けば本邸があり、左は裏庭にある薔薇園への近道だ。

　噴水前の王子が気になって、植え込みに沿って身をかがめて右に曲がる。低木の陰に隠れながらそっと覗いてみると、赤い髪をした貴公子が、ベンチに座っているのが見えた。

（あら？　あの人って、社交界デビューの時に現れる隣国の王子じゃない。なんでここにいるの？）

　隣国の王子は噴水前のベンチで足を組んで、時折きょろきょろと辺りを見回している。

　本編では、王宮舞踏会に招かれて最後に登場するだけだが、追加ディスクでは攻略対象者に格上げされていた。

　キャラクター紹介で、女の子を手当たり次第に口説いて一夜の恋を楽しんでいる、チャラい王子と書かれていたのを思い出す。

（攻略者の一人なら、一番遠慮したいタイプだわ）

　ソニアは、女たらしのプレイボーイは好みではない。中腰のまま後ずさりして、低木の陰から出ないように分かれ道まで下がった。

　起き上がって元の道へ戻ろうと振り返った時、本邸のほうから歩道を歩いてきた人とぶつかる。

「きゃっ！」

「うわっ！」

　もつれあうようにして転んで、気が付いた時には、ソニアは尻餅をついた男の膝の上に座っていた。

　束ねた銀色の髪と、驚いている瑠璃色の瞳を見て、はっとする。

（ヒューゴ！）

　攻略者の一人で宰相の嫡男だ。こんなところで彼と会うとは思ってもみなかった。

　じろりと睨みつけられて、慌てて立ち上がる。

「も、申し訳ございません」

　ソニアは、寄宿舎で習った作法を思い出し、優雅に腰を折った。

「無作法をしてしまいました。ご容赦ください」

　謝りながら、ゲームの選択肢を思い出す。

　宰相嫡男との出会いイベントも明日のはずで、〝逃げ出す〟を選べば彼の好感度が上がる。

（これがフラグなら、折っているわよね）

　攻略者の中で宰相嫡男にだけ必須フラグがあり、初対面で好感度を上げなければ、攻略できない。

　ソシアルスクールに来るほどなのに、人にぶつかっても謝りもせず〝逃げ出す〟ような、失礼な態度をとるから、宰相嫡男がヒロインに興味を持つのだ。

　日にちやシチュエーションが違っても、〝初対面イベント〟であれば、普通の令嬢らしくしている限り興味を持たれないだろう。ソニアはそう思いながら、礼儀正しくお辞儀をした。






　横道から急に人が出てきたことには驚いたが、ヒューゴにとってはよくあることだ。彼と〝お近づきになりたい〟と思っている女の子が、しょっちゅうわざとぶつかってくる。

　ヒューゴは立ち上がると、黙ってほこりを払って、ぶつかった令嬢を一瞥した。

　彼女を見て、彼はおやっと思う。

（きちんとした礼をする令嬢だな）

　これほど優美な礼をするとは、さぞかし名門の学校を出ていることだろう。

　まじまじと観察すると、緩やかなウェーブがかかった長い金髪を、ハーフアップにしている彼女は、質のいい流行のドレスを着ているが、華美に飾り立てていない。

　今までぶつかって来た女たちはみんな、何かを期待するようにそわそわとして、こっそり窺うように盗み見ていたのに、目の前の彼女が正しい姿勢を崩さずに頭を下げ続けていることに好印象を抱く。

「あなたのお名前は？」

　ヒューゴが訊ねると、彼女は頭を下げたまま答える。

「ユングソン伯爵家のソニアと申します」

（ユングソン伯爵令嬢）

　王宮でレイモンド王子付きの事務官をしている彼は、二十六歳になっているのでソシアルスクールはとっくに卒業していた。レイモンドも二年前に卒業しているが、今年はコンスタンスが入学するから、国王がレイモンドを管理者の一人に加えた。ヒューゴは彼の補佐で管理に携わり、生徒全員の身上書にも目を通していた。だから賢夫人として名高いユングソン伯爵夫人が、妾腹の娘を引き取って、血筋にふさわしい教育を身に付けさせていることも知っている。

「こちらこそ、ぶつかって申し訳ない。私は、ネイクロフト公爵家のヒューゴです」

　ソニアの手を取って自己紹介をすると、彼女は驚いたように顔を上げた。

「よろしくお見知りおきください。ソニア嬢」

　彼が、手の甲に口づけると、彼女は「きゃっ！」と叫んで、弾くように手を胸元へ持っていく。

「あ、あの……。し、失礼しました」

　挨拶だと理解していても、男にキスされることに慣れていないようで、頬を染めながらおろおろとしている。

　自ら手を差し伸べてくるような女もいたので、ヒューゴにとって、ソニアのような反応は初めてだった。

「いいえ。私のほうこそ、驚かせてしまったようですね」

　彼が笑顔を近づけると、彼女は目を泳がせて身を引く。困惑している表情は、ヒューゴに興味がないように見え、ますます彼の気を引いた。

　会釈をして離れようとするソニアを呼び止める。

「ソニア嬢。寮までお送りいたしましょう」

「え？　いいえ、一人で大丈夫です」

　びっくりして首を横に振る彼女に、ヒューゴは目で噴水のほうを指し示した。

　ベンチに座っている隣国の第二王子が、ちらちらとこちらを伺っている。

「オーギュスト殿下は、一人で歩いている令嬢を見かけると、必ず声を掛けてこられます。言葉巧みに自室へ誘われるとの噂もありますよ」

　オーギュストに誘われて部屋へ連れ込まれれば、身の安全の保証がないというと、ソニアの顔色が変わる。

　ワーギイル王国も隣国も、貞操観念にそれほど厳しくない。

　貴族であっても、年頃の男女が恋人同士になれば、肉体関係を持つことはよくある。例え婚約に至らずに別れたとしても、誠実な恋愛であれば目くじらをたてる者は少ない。

　だが、一夜限りの遊びや、不特定多数の恋人を持つことには眉を顰められるのだ。

　悩んでいる彼女の前に、ヒューゴは手を差し出した。

「オーギュスト殿下は、相手のいる女性には手を出されませんから、私がご一緒いたします」

　にっこり微笑むと、ソニアは逡巡したのち、彼の手に手を重ねる。

　ヒューゴは、彼女の手をきゅっと握りしめて歩き出す。

「どうして外へ出て来られたのです？　侍女には、部屋から出ないように注意されませんでしたか？」

　別邸の寮へ向かいながら訪ねると、彼女はきょとんとする。

「いいえ。侍女は、散歩に行ったほうがいいと言っていましたけれど」

「おかしいですね。侍女たちにはオーギュスト殿下が帰国されるまで、令嬢たちを部屋から出さないように通達しておいたはずですが」

　艶聞以外にも、美形の王子としてオーギュストは近隣国で有名だ。これまでも一人歩きの令嬢を何人も部屋に連れ込んでいる。

　学校という名目上、侍女を連れて来ることを禁止して、離宮の召使いを部屋付きとして付けているだけなので、ソシアルスクールの生徒は単独行動が多い。

　オーギュストは、お忍びでソシアルスクールの見学に来ているのだが、彼に誘われれば、身分と外見で令嬢たちのほとんどは、断らずにほいほいと付いていく。恋愛禁止ではないが、教養を身に付けるためのソシアルスクールでは、節度を弁えてほしい。

　ヒューゴは、ソシアルスクールの管理者の一人として、ソニアを送ったついでに侍女に注意をした。

「え？　オーギュスト殿下は、急用ができてもう帰国されたのではないのですか？　今日の午後から、積極的にお嬢様をお庭の散策に勧めるようにと言われました」

　オーギュストの当初の予定は、明日のお茶会まで滞在するはずだった。侍女は先輩に「オーギュスト殿下の予定が変わった」と聞いたという。

　だが、ヒューゴが質問していくと、侍女のお仕着せを着ているだけの見覚えのない女に、「私は先輩よ」と偉そうに命令されて、そう思いこんだようだ。

　予定変更の確認を怠ったことを侍女に注意して、彼は執務に戻った。






　ヒューゴを見送ったあと、ソニアは居間のソファーに腰を下ろして、噴水前で会った王子について考える。

　レイモンドだと思っていたのに、オーギュストであったことにびっくりした。

　本編でも、隣国の王子は、女好きで手が早い設定だった。追加ディスクで攻略対象になっているから、彼の部屋に連れ込まれれば、何をされるかわかったものではない。

　ゲームの雑誌では、追加ディスクは十八禁で〝刺激的な大人のイベントが満載〟だとキャッチコピーで紹介されていたから、隣国の王子とのキスやそれ以上のイベントが、しょっぱなから発生していたかもしれない。

（もしかして、追加の選択肢で王子ルートがラスボス並みに難しくなるって、隣国の王子が絡んでくるから？）

　オーギュストとの十八禁のセックスイベントでもあれば、レイモンドの難易度が上がって当然だ。

　ゲームのヒロインが、メインルートで王子二人に二股を掛けられるとは思えない。現実でも、自国の王子レイモンドの婚約を破棄させて新たに恋人になった女が、隣国の王子オーギュストとも親密だったと知れたら、周りが許さないだろう。

　それにソニアは、どっちの王子も攻略する気はない。女たらしのプレイボーイなんか、レイモンド以上に最悪だ。恋人は、自分一人だけを愛してくれる人がいい。

（明日から、ゲーム開始か）

　イージーモードのメインストーリーが始まるかと思うと気が重い。レイモンドのフラグは折れなかったようだが、ヒューゴに出会ったことで、ルートがどうなっているのかもわからなかった。

（それにしても、ヒューゴのイメージも変わったわね）

　腹黒の策略家だと思っていたが、意外に優しく感じた。

　オーギュストから守ろうと送ってもらった時は、胸がどきどきとした。

　好みの顔立ちをしているヒューゴを思い出すだけで、ソニアの頰は熱くなる。

〝庭園に出れば王子に会える〟

　ふと、イザベラの言葉を思い出す。

　彼女は、思わせぶりな言い方をして、ソニアをオーギュストに会わそうとしていた。

（もしかして、彼女も転生者なのかしら？）

　ソニアは、イザベラに疑惑を抱いた。

















二．転生ヒロインのイベント












　ソシアルスクールでは、授業が始まると女子寮の食堂で食事をとることになっているが、授業のない日は私室で食べてもいいので、到着した日の夕食は、ソニアの自室へ運んでもらった。

　翌朝、ソニアが食堂へ行くと、イザベラが驚いた顔をしているので不思議に思う。ちらちらと探るように見てくるが、決められている席が離れていたので、彼女と会話をすることはなかった。

　食事を終えて食堂を出ると、イザベラはソニアの腕を取って、廊下の隅へ連れて行く。

「なんで朝食に間に合っているのよ？」

　ソニアには、彼女の言っている意味が分からない。

　イザベラは、昨日の派手な装いと打って変わって、薄化粧でアクセサリーを全く付けていなかった。服装の違いも訝しく思い、ソニアが首を傾げると、彼女はいらついたように言う。

「噴水前で、オーギュストに会わなかったの？」

　名前を出されて、やはり彼女の言っていた〝王子様〟は隣国の王子のことだったと、ソニアは確信した。

「なぜ、そう思うの？」

「だって、オーギュストに会っていれば、彼とのエッチイベントが起こって、寝坊するはずなのよ」

「イベントって――」

　ゲーム用語が出てきたことにソニアがびっくりしていると、イザベラも〝しまった〟というように顔を顰める。

「あなた、転生者なの？」

　思わず言ってしまい、ソニアは慌てて口を押えたが、周りを見ても、誰もこちらを気にしている者はいない。

　イザベラを見ると、彼女は目を丸くしていた。

「なあんだ」

　転生者だと知って安心したのか、イザベラはにやりと笑う。

「あんたも転生者なのね。このゲームをプレイしたことがあるんだ。だから、植え込みの脇道を通らなかったんだ。オーギュストを攻略する気はないの？」

「そんな、植え込みの中を通るなんて、はしたない真似をするわけがないでしょう」

　ソニアが憤慨すると、イザベラは呆れた顔をする。

「何言ってんのよ。ゲームのヒロインは、孤児院育ちで好奇心旺盛なんだから、そこを通るのは当たり前でしょう」

（そうだ。攻略者たちはみんな、貴族らしくないヒロインだから好きになるんだ）

　設定を思い出して、ソニアははっとした。

　十代の女の子をイメージして作られたヒロインは、庶民的で天真爛漫な性格だ。

　ソニアも前世では、素朴で飾らないヒロインと価値観が似ていたから、彼女に自分を重ね合わせて好感を持っていた。

　ゲームをしていた頃は、貴族の風習など何も知らない、平凡な女の子だったけれど、転生した今は、孤児院育ちでも伯爵家や寄宿舎で〝貴族の娘としてふさわしい身のこなしをするように〟ときちんと躾けられた。

　社交界にデビューする淑女としての自覚を持ったソニアは、もうヒロインのような行動はできない。

「昨日、オーギュストに会えば、キャラクターエンドで、彼の正妃になれるチャンスだったのよ。最短で行けるハッピーエンドだったのにもったいない」

　イザベラが肩をすくめてため息をついた。

「いくら隣国の王子とのハッピーエンドでも、女癖の悪いプレイボーイに出会ってすぐ身を任せるわけがないでしょう。イザベラ様。あなたは、令嬢としての教育は受けていないのですか？」

　ソニアが抗議すると、彼女はむっとする。

「なによ、偉そうに。この世界は中世風に見えるけど、考え方は前世のあたしたちの時代と一緒じゃない。お互いが気に入れば、結婚前にエッチしていても問題にされないわよ」

　前世の中世まで遡らず、せいぜい百年くらい前の外国風だとソニアは感じていた。

　イザベラは、胸の前で腕を組む。

「それに、あたしだってちゃんと寄宿舎を卒業したわ。だけど、前世の記憶が戻ったら、今までの意識が薄くなったのよ。でも、王子攻略にマナーなんか関係ないからいいじゃない」

　ゲームのヒロインは伯爵家に虐げられていて、寄宿舎でも落ちこぼれという設定だった。貴族としての礼儀作法もあまり身に付けずに、お金の力でソシアルスクールに入ってきた。

　イザベラは、そんなヒロインを体現しているかのように、作法どころか言葉遣いすら忘れているようだ。

「あんたは転生者のくせに、全然ヒロインらしくないのね。きっちりお化粧もして派手に飾り立てて」

　じろじろと見て彼女は言うが、ソニアは貴族令嬢として普通の装いをしているだけだ。だが、質素なドレスで何もつけていないイザベラと並べば、派手に見えるのだろう。

　ソニアにしてみれば、ピンの一つも付けずに髪を下ろしっぱなしにして、だらしなく見える彼女のほうが貴族の令嬢とは思えない。

「ねえ、ソニアは誰を攻略するつもりなの？　レイモンドじゃないのなら、ゲームのように親友になって協力してあげてもいいわよ」

「協力？　ライバルじゃないの？」

　ソニアがきょとんとすると、イザベラは気が付いたように顎に手を当てる。

「あら、ライバルになるつもりだったの？　だったら、どうして昨日、あたしをお茶に招待したの？　レイモンド狙いなら、自己紹介だけで終わらなくちゃ」

　彼女が言うには、王子ルートに入りにくくなる選択肢は、イザベラをお茶に誘うかどうかということらしい。

　お茶に誘わなければ、彼女と関わることも少なく、ライバルにもならないようだが、ソニアは誘ってしまった。イザベラは、ソニアの親友というポジションに立ち、彼女がレイモンドを狙えば邪魔をするという。

「あたしは、ちゃんと親友としてオーギュストのハッピーエンドになるようにしてあげたでしょう。前もって侍女にも、あんたを庭の散策に勧めるように根回ししたしね」

「え？　侍女に嘘の連絡をしたのは、あなたなの？」

　びっくりするソニアに、イザベラはあっけらかんとしている。

「だって、ゲームでは〝庭に出ないように〟なんて、通知はなかったわ。ヒロインが好奇心旺盛でも、言いつけを破るかどうかわからないし、手っ取り早く戦線離脱してほしかっただけよ」

　庭に出れば、ヒロインは脇道を通って隣国の王子ルートに入るらしい。

　通知のことといい、ソニアとイザベラの意識の違いといい、この世界はゲームの世界でも、多少の変動はあるようだ。

「私をオーギュストルートに追いやって、あなたはどうするつもりだったの？」

　ソニアが訊ねると、イザベラが胸を張って言う。

「レイモンドを攻略するに決まっているじゃない」

「どうやって？　たとえ私の邪魔をしても、サブキャラのあなたがメインヒーローの王子を攻略できるわけがないじゃない」

「え？　知らないの？」

　イザベラは、目をぱちくりとする。

「もしかして本編だけで、追加ディスクはプレイしていないの？」

　彼女は、にやにやと笑いながら、自分の立場を説明した。

　イザベラは、ヒロインがレイモンドルートに行こうとすれば、ライバルとして邪魔をし、他の攻略者ルートなら親友として協力しながら、イージーモードのメインルートを難しくするキャラクターだそうだ。

「なあんだ。だったら、あたしがヒロインと成り代わるのも簡単そうね。このゲームには、はまっていたから、コンプリートしたあとも何度もリプレイして、設定資料も攻略本も全部読み漁ったわ。前世の記憶を思い出した時からあわよくばって、考えていたのよね。ゲームを熟知しているから転生したのがヒロインじゃなくても、メインヒーローを落とせるんじゃないかって。そういう小説や漫画が前の世界にたくさんあったじゃない。サブキャラでも私はヒロインにくっついて攻略者たちと関われるから、そのチャンスを生かして一番身分の高いレイモンドの正妃になろうと思っているの」

　彼女は、レイモンドが好きなわけではなく、〝王妃〟という、この国の女性で最も高い地位に着きたい野心家のようだ。サブキャラクターなのに、前世の知識でレイモンドを攻略すると言うのでソニアは驚いた。

「何を言っているの？　そんなこと、できるわけがないじゃない。あのゲームのヒロインは私よ」

「でも、あんたは本編しかプレイしていないから、必須フラグの追加も知らないでしょ？　他の攻略者なら協力してあげるけど、レイモンドを狙うのなら、あたしは何も教えない。誰ともくっつかないように、とことん邪魔してあげるわ」

　イザベラは勝ち誇ったように嘲るが、ソニアが目指しているのは、誰ともくっつかないバッドエンドだ。

　最初から彼女の協力など必要ない。

「あなたと仲良くする気はないわ」

　ソニアは、ぷいっとそっぽを向くと、そのまま部屋へ戻る。

（ヒロインは、なんであんな人と親友になったのかしら？）

　追加ディスクをプレイしていないからイザベラの設定は知らないが、あの性格のままだとすれば、ソニアは仲良くしたくなかった。






　部屋へ戻ると、ソニアは全生徒の親睦を兼ねた、お茶会へ向かう準備をする。

　イザベラに近づきたくないと思っていたが、部屋を出るタイミングが一緒だった。

　寮を出るソニアの後ろに、イザベラが少し間を空けてついてくる。歩道を歩いていると、後ろの影が変な方向へ動いた。不思議に思ったソニアが振り返ると、イザベラが歩道の縁石を平均台に見立てて歩いている。

「な、何をしているの？」

　ソニアはびっくりし、近くにいる他の生徒たちも、目を丸くしていた。

「あら、忘れたの？　なら見ていなさいよ」

　イザベラは平然として両手を横に広げると、ふらふらと縁石の上を歩いていく。

「何をなさっていらっしゃるの！」

　鋭い声がしたほうへ目を向けると、美人で上品な令嬢が近づいてくる。

　令嬢の外見と、レイモンドやヒューゴと一緒にいるのを見て、ソニアは思い出す。

（悪役令嬢のコンスタンス！　それじゃあ、これはメインルートの出会いイベントだわ）

　お転婆なヒロインが縁石を歩いていて悪役令嬢に注意されるのが、攻略者たちとの初対面だ。本編では、ここで最初の選択肢が出る。

「うふふ」

　イザベラは、にやりとほくそ笑むと、縁石の上に乗ったまま立ち止まった。

　ここで逃げればヒューゴルート、飛び降りれば騎士団長の次男ルートへ行くのだが、それらしき人が見当たらない。

　まなじりを釣り上げて近づいてくるコンスタンスを、イザベラが待っているようなので、ソニアは慌てて彼女の腕を引っ張った。

「早く下りなさいよ」

「きゃあ！」

　本当なら、この役目はコンスタンスがするはずだった。

　悪役令嬢がヒロインを縁石から下ろして説教をし、それを王子が庇うというのがメインルートのイベントだ。

　だが、イザベラを縁石から引きずり下ろすと、彼女はソニアを突き飛ばす。

「何すんのよ！」

「きゃっ！」

　転ぶかと思ったが、誰かが受け止めてくれた。

「大丈夫ですか？」

「は、はい。ありがとうございます」

　顔を上げると、ヒューゴが覗き込んでいる。

（なんで？　こんなのなかったわよね？）

　ヒューゴとは、逃げ出した先で出会うはずで、ぶつかるのは騎士団長の次男だった。だが、彼との出会いイベントでも、抱きしめられるというシチュエーションはない。

「だ、大丈夫です」

　ソニアは慌てて手を突っ張るようにして彼の腕から逃れた。

　熱くなる頬を押さえていると、コンスタンスがイザベラに説教をしている声が聞こえる。

「こんなところを歩くのは、はしたないし危ないでしょう。レディーとしての振る舞いではありません。学校で何を習っていらしたの？」

「ごめんなさぁい。そんなに怒らないでくださぁい」

　イザベラが、しおらしく項垂れていると、レイモンドが近づいてきて、くすくすと笑う。

「面白いお嬢さんだね。君、名前は？」

　レイモンドが興味を持ったと、イザベラは嬉しそうに顔を上げた。

「殿下！」

　顔色を変えたコンスタンスが口を挟む。

「こんな無作法な方に、お声を掛けないでください。品位が下がります！」

「ひっどーい！　あたしだって貴族よ。イザベラ・ムアヘッド男爵令嬢だもん」

　礼儀に乏しい自己紹介に、周りは呆気にとられ、ソニアは頭を抱える。

（昨日は、まだまともな自己紹介をしていたじゃない）

「なんですか、その言い方は！　自分に〝令嬢〟などと敬称を付けるものではありません」

　コンスタンスが注意をすると、レイモンドがイザベラを庇う。

「まあまあ、ソシアルスクールに入ったのだから、おいおい覚えるだろう」

　彼は、イザベラに優しく微笑みかけた。

「さあ、お茶会が始まるよ。一緒に行こう、イザベラ嬢」

　差し伸べられた手に、イザベラは嬉々として手を重ねる。

　レイモンドがイザベラをエスコートするのを見て、コンスタンスは悔しそうにドレスを握りしめていたが、黙って二人の後ろをついて歩く。

　ゲームでは、レイモンドにエスコートされるのは、ヒロインだった。

（イザベラをエスコートするなんて）

　ソニアが呆然としていると、ヒューゴが声を掛けてくる。

「ソニア嬢、お茶会の会館までご一緒いたしましょう」

「え？　あの……」

　気が付くと、彼の腕に自分の手が絡められていてびっくりした。

（これは何？　こんなのあった？）

　ヒューゴと出会ったあと、一緒にお茶会へ行ったとは思うが、腕を組んでいた覚えはない。

「遅刻しますよ。急ぎましょう」

　彼の優しい微笑みに、胸がどきっとする。

　ソニアは困惑しながら、ヒューゴに連れられて、本邸の隣にある会館へ向かった。






　会館の中には、大広間とＬ字型のロビーがある。正面玄関を入ってすぐの広いロビーの横側には直接本邸へ行ける渡り廊下が繋がっている。

　玄関から入った生徒たちは、前面のロビーでソシアルスクールの事務員たちの受付に並んで、順番に名前を告げて、お茶会のテーブル番号をもらっていた。

　ソニアがヒューゴと一緒に列に並ぶと、レイモンドが受付をしているのが見えた。そばにはイザベラがべったりとくっついていて、コンスタンスはそっぽを向いている。

　レイモンドは事務員から受け取った番号表をイザベラに渡して、コンスタンスに何か話している。彼はコンスタンスを伴って横側のロビーから渡り廊下のほうへ向かう。

　イザベラは、それを無視するように広間の中へ入っていった。

　ソニアが、ぼんやりと見ていると、ヒューゴが声を掛ける。

「こちらが、あなたのテーブル番号ですよ」

　いつの間にか順番がきていたようで、彼が代わりに受付をしてくれたみたいだ。

「す、すみません。ありがとうございます」

　恐縮しながら受け取ったが、ゲームの時とテーブル番号が違うように思えて確認する。

「あの、この番号であっていますか？」

「ええ。そちらのテーブルで間違いないですよ」

　ヒューゴが頷いて、彼女の手を引いて大広間へ入っていく。

　大広間には、六人掛けの丸テーブルがいくつも並んでいて、半分くらいの席が埋まっていた。

　ゲームでは、王子との初対面イベントを起こせばヒロインは彼と同じテーブルに着くことになっているが、ソニアはイベントを起こしていない。王子と知り合っていないのなら、ヒロインは騎士団長の次男と同じテーブルに着くはずだ。けれど、ヒューゴに連れられて広間を歩いていくと、騎士団長の次男であるケネスらしき人を見掛けたが、彼のテーブルを素通りした。

（え？　どういうこと？）

　ソニアが首を傾げていると、ヒューゴは中央にあるテーブルへ案内する。しかしイザベラが着席しているのを見て、彼は、驚いたように目を丸くした。

「どうしてあなたが、こちらにいらっしゃるのですか？」

　厳しい言い方をするヒューゴに、イザベラは悠然と答える。
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「レイモンド様が、ここに座るように言ったんですよ」

　誘惑するような流し目を送ってくる彼女を無視して、彼は離れた席の椅子を引く。

「ソニア嬢は、こちらに座っていてください」

「はい。ありがとうございます」

　ソニアがお礼を言って、椅子に座ろうと身をかがめると、ヒューゴが顔を近づけてくる。

「所用で少し離れますが、隣の席は、私のために空けておいてくださいね」

　耳元でそう囁くと、彼は広間の横の出口から出て行った。

　ソニアは赤くなる頬をイザベラに見られないよう、顔を横に向けた。イザベラは気が付いていないようで、テーブルに肘をつく。

「ふうん。あんたがこの席にいるのは、ヒロインの強制力？」

　身を乗り出して、ソニアに話しかけてきた。

「でも、あんたはここでレイモンドと初めて知り合うんでしょう？　だったら、あたしの立場になっているのかもね」

　さっきのイベントで、イザベラはヒロインと成り代わっていると思ったようだ。

「そんなことより、レイモンド殿下とコンスタンス様はどちらに行かれたの？」

　ソニアが聞くと、イザベラは肩をすくめる。

「ああ。二人でオーギュストを迎えに行ったのよ」

　オーギュストの客室が本邸にあるので、そちらへ行ったそうだ。イザベラが答えた時に、大広間の横の扉が開いて、生徒たちがざわついた。

　レイモンドがオーギュストとともに広間に入ってきた。全員が立ち上がって頭を下げている中を、レイモンドとオーギュスト、そしてコンスタンスが並んでこちらに近づいてくる。

　ソニアも出迎えるようお辞儀をしたが、イザベラは何もせずに突っ立ったままだ。

　先に気が付いたコンスタンスが、テーブルを回って王子たちを追い抜く。急いでイザベラのそばへ来ると、彼女の背中を軽く叩く。

「その態度はなんですか？　レイモンド殿下やオーギュスト殿下がお見えなのですよ」

　イザベラは体をよじると、コンスタンスのそばから離れた。

「痛ぁい。乱暴にしないでくださぁい」

　甘えるような声を出して、イザベラはレイモンドのほうへすり寄った。周りのみんなは驚いていて、レイモンドは困ったようにコンスタンスを見る。

「コンスタンス。もう少し優しく教えてあげようよ」

　彼は、彼女を宥なだめたあと、イザベラに対して優しく窘たしなめる。

「イザベラ嬢。君も、ソシアルスクールに入ったのだから、礼儀作法はきちんとしようね」

「はあい。わかりましたぁ」

　イザベラは、そう言うとドレスのスカートを摘まんで、オーギュストへ頭を下げた。

　ぎこちない仕草で貴婦人の礼をするので、オーギュストがくすりと笑う。

「ご令嬢のお名前は？」

「ムアヘッド男爵家のイザベラです」

　今度の自己紹介は、まだましだったので、コンスタンスは何も言わず、レイモンドは胸を撫で下ろした。

「そちらのご令嬢は？」

　オーギュストがソニアに顔を向ける。ソニアは慌てて貴婦人の礼をとる。

「ユングソン伯爵家のソニアと申します」

　完璧な作法だったので、周りからは感嘆のため息が漏れた。

　オーギュストが、ソニアの手を取った。

「ソニア嬢、あなたがデビューされる時には、ぜひダンスをお願いしたいですね」

　彼が手の甲に口づけるので、ソニアの笑顔が引きつる。

「も、もったいないお言葉です」

「オーギュスト様。座りましょう」

　イザベラは、オーギュストの腕に手を絡めると、ソニアから彼を引き離すように引っ張った。不敬にも当たる態度なのでみんな目を丸くしたが、オーギュストは微笑んでイザベラの隣の席に着く。そのため、コンスタンスは注意するタイミングを失ったようだ。オーギュストの座った席が、ソニアの隣に当たる席ではなかったので、彼の隣の空いている席にレイモンドが座り、その隣にコンスタンスが着席する。

　イザベラは、レイモンドが自分の横の空いている席に座らなかったことで眉を顰めた。

　ゲームでは、ヒロインは王子二人に挟まれて座るのだ。けれど、賓客をもてなす側のレイモンドが、隣国の王子であるオーギュストを差し置いて、自国の男爵令嬢の隣に座ることなどありえない。そして、コンスタンスが婚約者のレイモンドの隣に座ることは当然のことだ。

　ソニアは素知らぬ顔で、コンスタンスの隣になった自分の席に戻ると、イザベラとの間に一つ席が空いた。

　コンスタンスは、着席したソニアに挨拶をする。

「私は、モールディング侯爵家のコンスタンスです。これから学友として、仲良くしてくださいね」

　彼女の優しい笑顔に、ソニアは目を丸くした。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　挨拶を返して、ソニアは心の中で思う。

（全然、悪役令嬢らしくないじゃない）

　イザベラを注意している時は怖く感じたが、ゲームの時のように意地悪とは思えない。悪役令嬢というよりも、お堅い優等生のようだ。

（ゲームで悪役令嬢がヒロインをいじめるのは、ヒロインの無礼が原因だったっけ）

　前世の記憶が戻ってもソニアとしての意識が強いせいか、コンスタンスがヒロインを注意していても意地悪には思えず、厳しく指導する先生のように見えた。

（前世の私って、お子様だったから、それに気が付かなかっただけなのね）

　そう考えると、今のイザベラは、ゲームのヒロインそのものだ。

　レイモンドの婚約者であるコンスタンスを無視して、彼とばかりしゃべろうとするのも、オーギュストがソニアを気にかければ、それを邪魔するように話しかけてくるのも、まるでお気に入りの玩具を取られまいとするような子供みたいだ。

　ゲームでは、王子が悪役令嬢を放置してヒロインとのおしゃべりに夢中になる、というシナリオがあった。けれど、現実でレイモンドと会話をしているのはイザベラなので、ソニアは、彼女が本当にヒロインに成り代わっているのかどうか気になって仕方がない。

（そういえば、このお茶会でヒロインは、メインヒーローの王子にアクセサリーを贈ってもらう約束をするはずだけど、どうなるのかしら？）

　ソニアが、ちらちらとイザベラを見ていたので、コンスタンスが、気が付いたように言う。

「イザベラ様。髪を結ばれてはいかがですか？　きちんとまとめておられないから、髪がティーカップに触れて不潔ですわよ」

　王子たちとの会話で、イザベラが身を乗り出せば、彼女の下ろしっぱなしの長い髪が、ばさばさと揺れてカップに触れていたのだ。

　注意されて、イザベラはすぐに泣き出しそうな顔をする。

「ご、ごめんなさい」

「身だしなみを整えるのは、レディーの基本でしょう」

　コンスタンスが自分の髪につけていた髪留めを外すが、ゴムやピンできちんと結っているので、髪は崩れることがない。

　彼女は外した髪留めをイザベラのほうへ差し出す。

「髪留めをお持ちでないのなら、これを差し上げますわ」

　するとイザベラは、その髪留めを見つめたあと、わっと顔を覆った。

「私には、髪留めも買えないと思っているの？　自分の高価な髪留めを下げ渡すなんてひどい。侮辱だわ！」

「な、何をおっしゃるの？　私は……」

　コンスタンスに侮辱するつもりがなかったのは、ソニアにもわかる。

　イザベラが過剰解釈しているのは明らかなのに、レイモンドが早急に事態を収束させようと、コンスタンスの言い分を遮る。

「コンスタンスは黙って。イザベラ嬢。次から気を付ければいいことだよ」

「でも、レイモンド様ぁ」

　イザベラが潤んだ目でレイモンドを見つめると、彼が髪留めを持って彼女のそばへ行く。

「大丈夫だよ。さあ、泣かないで」

　座っているイザベラの前に膝を付き、指で涙を拭うと、彼女は頬を染めた。

「ひとまず、この髪留めをつけてくれないか？　今度、私から新しい髪留めをプレゼントさせてもらうよ」

　レイモンドが髪留めを渡すと、イザベラはにっこりと笑う。

「本当に？　嬉しいわ」

　髪留めを受け取り、誇らしげな顔をする彼女を見て、ソニアは血の気が引くようだ。

（やっぱりイザベラがヒロインに成り代わっているの？）

　コンスタンスが、青い顔をして拳を握りしめている。

　ソニアは彼女の味方をしたいと思ったが、どうしたらいいのかわからなかった。彼女が悩んでいると、ヒューゴが広間に入ってきた。

「失礼いたします」

　彼がレイモンドの隣に立って、オーギュストに声を掛ける。

「オーギュスト殿下のお迎えが参りました」

「もう、そんな時間か」

　オーギュストが残念そうな顔をした。多忙な王子だから、見学も親睦のお茶会だけで帰国しなければいけないようだ。

「それでは、これで失礼するとしよう」

　オーギュストが立ち上がると、レイモンドも立ち上がる。

「玄関までお見送りいたします」

　彼の言葉に、ヒューゴがコンスタンスに目を向ける。

「コンスタンス嬢も、ご一緒にお願いいたします」

　レイモンドの婚約者として、隣国の王子を見送ってほしいというので、コンスタンスは「はい」と返事をして立ち上がった。

　オーギュストは、ソニアの前を通り過ぎる時に立ち止まる。

「君の社交界デビューの時に……」

「オーギュスト様。社交界でお会いできるのを、楽しみしていますわ」

　彼の言葉を遮るようにイザベラが声を掛けるので、コンスタンスだけではなく、ヒューゴの眉も顰められた。

　だが、プレイボーイのオーギュストは、咎めることなくイザベラに笑顔を向ける。

「あ、ああ。私も楽しみにしているよ」

　そう言うと、そのままヒューゴの先導で出口へ向かった。

　イザベラは、彼らが広間を出て行くまで目で追ってから、ソニアに向かって口角を上げる。

「これで、万が一にもあんたがヒロインのままだった場合のバッドエンドは、オーギュストの愛人ね」

「え？」

　何のことだろうと首を傾げると、イザベラはにやにやと笑う。

「追加ディスクをプレイしていないから、バッドエンドが増えたことを知らないんでしょう？　誰ともくっつかない共通のバッドエンドは、オーギュストと知り合っていれば行けないのよ。攻略者たちの好感度を上げるのに、あたしの協力は必要だし、あんたがヒロインで、誰ともデビューパートナーの約束をしなかったら、オーギュストのキャラクターバッドエンドになるわ」

　オーギュストとは、次は社交界デビューまで会うことがないので、彼とのハッピーエンドを目指すのなら、序盤のうちに彼と恋人になっているべきだったのだ。そうしなければ、王宮の舞踏会で再会した時に、半ば強制的に隣国へ連れていかれて愛人にさせられるという。

「そんな……」

　ソニアの顔色が変わると、イザベラは〝ざまあみろ〟というような顔をする。

「あたしとレイモンドの仲を取り持つのに協力するのなら、他の攻略者とのハッピーエンドにしてあげてもいいわよ」

　ソニアは、たとえイザベラがヒロインに成り代わっていても、彼女とレイモンドをくっつける協力はしたくない。

（でも、プレイボーイの愛人になんか、なりたくない）

　ソニアが、どうしようかと悩んでいると、イザベラが手を引っ張る。

「いいから、こっちへ来なさいよ」

「え？　ど、どこへ行くの？」

　理由が分からないままソニアが付いていくと、彼女は王子たちを追いかけるように広間を出た。

「今からでも、オーギュストとのフラグを立てておけばいいのよ」

　きょろきょろと王子たちを捜すイザベラの手を、ソニアは振り払う。

「止めてちょうだい！　私は誰のフラグも立てたくないわ」

　大きな声を出してしまったが、幸いロビーには誰もいない。

　開け放たれている正面の扉から、玄関ポーチでレイモンドがソシアルスクールの講師たちと一緒に、オーギュストや隣国の使者と会話しているのが見える。そばには、紋章の付いた迎えの馬車が止まっていた。

　拒絶するソニアを、イザベラは目を丸くして見る。

「なんで？　今、オーギュストとパートナーの約束をしていれば、社交界デビューの時に十八禁のイベントがあるわよ。彼とエッチしておいたら、ハッピーエンドで王族の正妃になれるのよ」

　追加ディスクは十八禁だったから、セックスイベントがあるのだ。本編では、攻略対象者が社交界デビューでダンスのパートナーになれば、それぞれのハッピーエンドを迎えることができた。だから、オーギュストときちんとダンスの約束をすれば、フラグが立つと彼女は言うのだ。

（あんなプレイボーイとエッチするなんて、ハッピーエンドでも絶対お断りだわ！）

　イザベラは、〝地位が高い人と結ばれれば幸せになれる〟と思っているようだが、ソニアは王族としての重責を背負うのも、女癖の悪い恋人を持つのも嫌だ。

　がやがやと人の声が聞こえて、はっとそちらを見ると、オーギュストの見送りが終わったレイモンドたちが、講師たちと一緒にロビーに入ってくる。

　ソニアは、イザベラの手を取ると、ロビーの隅へ連れて行く。

「何？　なんなのよ？」

　抵抗するイザベラの背中をぐいぐいと押して、大きな柱の裏へ身を隠す。

　柱の陰から、ソニアがそっと窺うと、レイモンドたちはこちらに気づくことなく広間の中へ入っていった。ほっと安堵していると、奥まった場所へと押し込まれて、イザベラが文句を言う。

「もう！　二人の王子のフラグを折ったことがそんなに悔しいの？　あんたがいけないんでしょう。ヒューゴかケネスなら、協力してあげるわよ。それともオーギュストの愛人になる？」

「いい加減にして！　この世界のヒロインは私よ。あなたじゃないわ」

　振り返ったソニアが、イザベラを怒鳴りつけるが、彼女は全く意に介さない。

「でも、レイモンドにアクセサリーを贈ってもらう約束をしたのは、あたしよ。ゲームでは、あんただったのに残念ね。あたしがヒロインに成り代わっている証拠だわ」

　ぐっと言葉に詰まったソニアを見て、イザベラは嘲笑う。

「追加ディスクでは、メインルートから外れたヒロインは、レイモンドを攻略するのが難しくなるのよ。あんたがヒロインのままなら、あたしが邪魔するから彼を狙っても無駄よ。それより、あたしがコンスタンスにいじめられているのを見たでしょう？　レイモンドの婚約を破棄させて、彼とハッピーエンドを迎えるのは、もうあんたじゃなくて、ヒロインに成り代わったあたしよ」

「いくらここがゲームの世界でも、レイモンド殿下が、男爵令嬢でしかないあなたを未来の王妃に迎えるわけがないでしょう」

　レイモンドとコンスタンスは、釣り合いを考えて決められた政略的な婚約だ。

　まともな王族なら、この婚約を一時の恋愛感情で破棄するわけがない。

「なあに？　負け惜しみ？　本編しかプレイしていないあんたが、このゲームを知り尽くしているあたしに勝てると思っているの？」

　イザベラは面白いというように、けらけらと笑った。

「悪役令嬢とヒロインが、仲良くするルートなんかなかったわよ。今のあんたはヒロインでもない、ただのモブキャラだわ」

　お茶会で、コンスタンスと仲良く会話していたことを言っているのだろう。確かに、ヒロインが悪役令嬢と仲良くしている話など、ソニアは聞いたことがない。

「本編と違って、レイモンドルートへの軌道修正は、あたしがいる限り簡単にできないわ。あんたは指をくわえて見ていなさいよ」

　イザベラは、そう言って柱から出て行くと、そのまま広間へ戻っていった。

















三．ヒロインの協力者












　ロビーの太い柱の横で、ソニアはイザベラの消えた扉を見つめていた。一人で佇んでいると、柱の反対側から声が掛かる。

「興味深い相談をされていましたね。詳しく話を聞かせてもらえますか？」

「っ！」

　誰もいないと思っていたのに、ヒューゴが現れて、ソニアはぎくっとする。

（いつからそこに？）

　イザベラとの話を聞かれていたのかと思うと、血の気が引く。青ざめているソニアに向かって、ヒューゴが冷淡な笑みを浮かべて近づいてくる。

「婚約破棄だとか、ゲームの世界だとか、どういう意味ですか？　あなたとイザベラ嬢は何者です？」

（全部聞かれていた！）

　後ずさりをするソニアに、彼はオーギュストを見送ったあと、ロビーの隅に行く彼女たちを見掛けて、柱の反対側でこっそり話を聞いていたという。

「あ……、あの、……それは……」

　何と言おうか迷っているうちに背中が壁にぶつかった。これ以上後ろへ行けないと、おたおたしていると、彼が壁に両手をついて、彼女を囲い込む。

「何を企んでいるのか、私にすべてを話してください」

　真正面から見つめる目には、ゲーム通りの酷薄さを感じる。

　頭の切れる彼に誤魔化しなど通じないだろうと思い、ソニアは今までのことを全部話した。だが、前世の記憶を持って転生したとか、乙女ゲームのキャラクターだとかの話をしても彼にはわからない。

「私を揶揄っているのですか？」

　眉を顰めて不機嫌になる彼に、彼女は必死で懇願する。

「本当のことなんです。信じてください」

　ヒューゴが困惑していると、大広間から生徒たちが出てきた。どうやらお茶会が終わったようだ。

「ここでは、もう話はできませんね。仕方がない。一緒にいらっしゃい」

　有無を言わさないという態度なので、ソニアはびくびくしながら彼の後ろについていく。

　ロビーへ出ると、レイモンドが二人に気が付いて声を掛けた。

「ヒューゴ、どこへ行っていたんだ？」

「申し訳ございません」

　ヒューゴは、何食わぬ顔をして事情を説明する。

「こちらのソニア嬢の相談に乗っておりました」

「相談？　事務の窓口を通しているのか？」

　入学早々なのに、とレイモンドが首を傾げた。

　ソシアルスクールでの相談や苦情は、専用の受付窓口がある。そこで手続きを取って、専門家や担当者に振り分けるのだ。

　ヒューゴの仕事の一部でもあり、彼は窓口の責任者であるが、担当者は別にいた。

「個人的に込み入った事情があるようですので、直接私が担当することにします」

　ヒューゴがきっぱりというと、レイモンドは目を丸くする。

「珍しいね」

「今後の勉強にもなりますので」

　仕事の向上のためだと言うので、レイモンドも納得する。

「わかった。力になってやってくれ」

　彼の後ろで、イザベラがにやにやと笑っていた。

　コンスタンスは心配そうにソニアを見る。

「ソニア様。何かありましたら私も協力いたします」

「ありがとうございます」

　ソニアが一礼し、全員でホールを出た。

　本邸の前まで来ると、レイモンドはコンスタンスとイザベラを別邸まで送るという。レイモンドやヒューゴは、ソシアルスクールの管理者という立場なので、執務室や私室は本邸にあった。

　離れる前に、イザベラがソニアのそばに来て囁く。

「やったじゃん。ヒューゴルートに入っているよ。これから執務室のイベントだね」

　彼女は「頑張ってね」とソニアの背中を叩いて、レイモンドのほうへ走って行った。

　イザベラたちと別れると、ヒューゴが聞いてくる。

「私のルートとか執務室のイベントとは、なんですか？」

　あんな小さな声まで聞こえているとは思わなくて、ソニアはびっくりする。

「き、聞こえていたんですか？」

「耳は、いいほうなんですよ」

　ヒューゴは、彼女に向って口角を上げた。

　二人は本邸の中に入ると、中央階段を上がっていく。誰も見当たらないので、ソニアは階段を上りながら言う。

「ゲームの中で、ヒューゴ様も攻略対象のお一人です。執務室のイベントとは、ヒューゴ様のキャラクターイベントのことで、イベントを起こせば、対象者の好感度を上げることができます」

　無作法なヒロインを注意して、ヒューゴが執務を手伝わせるというものだ。粗忽な彼女が椅子に躓いて転びそうになって、彼も巻き込んでソファーに押し倒されるというイベントだと説明する。

「好感度が上がるたびに、恋人としての仲が深まっていくのです」

「乙女ゲームとやらは、そうやって仮想の世界で、恋愛をするということですか？」

「はい。そうです。前世で私たちは、乙女ゲームのプレイヤーとしてヒロインに感情移入して、擬似恋愛を体験していました」

　乙女ゲームを理解してもらえたと、ソニアは何度も頷いて喜んだ。

「でも、この世界に転生したからといって、私は、ゲームのように攻略者の誰かと恋人になろうだなんて思っていません」

　彼女が、仮想と現実の区別はついているというと、なぜか彼は沈黙した。ちらちらと伺うように見ても、無表情に考え込んでいるようで話しかけづらい。

　二階に上がっても、彼女は黙って彼について廊下を歩いた。

　ヒューゴの執務室に着くと、ソニアは長椅子を勧められる。彼女を逃がさないようにするためなのか、彼は隣に腰を下ろした。

「あなたの話を、ひとまず信用することにしましょう」

「ありがとうございます」

　信じてもらえたことに安堵していると、ヒューゴが、疑問があるといって質問してくる。

「ですが、この世界に転生したゲームのヒロインはイザベラ嬢ではなくて、あなたなのでしょう？　それで、どうして彼女がヒロインに成り代われるのですか？」

「それは、イザベラ様がゲームの内容を熟知なさっていて、ヒロインのイベントを自ら起こしていらっしゃるからです」

　ソニアは、イザベラとレイモンドの出会いや、さっきのお茶会のやり取りなどを話して、イザベラがヒロインに成り代わっているように思うことをいう。

「ゲームでは、王子の婚約者がヒロインをいじめる悪役令嬢になっています」

　コンスタンスがイザベラを注意して、それをレイモンドが庇っている様子は、悪役令嬢がヒロインをいじめて、メインヒーローが庇っているシチュエーションそのものだ。

「このままイザベラ様が、ヒロインのイベントを起こし続けて好感度を上げていくと、レイモンド殿下がコンスタンス様より彼女のほうを好きになってしまうかもしれません」

　イザベラがヒロインに成り代わっていたら、ソシアルスクール終了後の王宮舞踏会で、婚約破棄イベントが起こってしまう。

「それは困りますね。それでは、今後のヒロインがどういう行動をとるのか、詳しく教えていただけますか？」

　イザベラがとるであろう行動を、前もって知りたいというので、ソニアはヒューゴにできるだけ詳しく、ヒロインと王子のやり取りを教えた。

　メインストーリーを聞いて、ヒューゴはため息をつく。

「まるで、ヒロインは、周りが見えていない小さな子供のようですね」

　ソニアも同じ印象を抱いていた。

　ヒロインは、前世の世界の十代の女の子をモデルにしているのだが、イザベラは、さらに自分勝手なイメージで自由奔放な個性を強めているようだ。

「殿下がイザベラ嬢に興味を持たれたのは確かですが、そこから恋愛に発展するのは難しいでしょう」

　ヒューゴから見ても、レイモンドは無能な王子ではないという。

「殿下は甘えてくる女性に弱いのです。初対面の時は、イザベラ嬢の甘えが可愛らしく思えたのでしょうが、お茶会では泣き出した彼女のせいで、コンスタンス嬢が非難されないように味方をしただけでしょう」

　公の場で騒ぎを起こせば、多くの者は見ただけの印象で、泣いている者がいじめられていると勘違いしてしまうだろう。

「コンスタンス嬢は、言い訳されない潔さのある女性ですが、周りに勘違いされるようなことを何度も起こされるのは、好ましくないですね」

　レイモンドとコンスタンスに恋愛感情があるかどうかはわからないが、イザベラの行動で二人の仲を引っ掻き回されれば、政略的にも問題になる可能性は十分あった。

「殿下が婚約を破棄して、イザベラ嬢を妃に望まれることはないと思いますが、コンスタンス嬢との仲を不穏にしたくありません。殿下には、イザベラ嬢への興味を失くしていただきましょう」

「どうなさるのですか？」

「それは、おいおい考えます。ところで、あなたは本当にレイモンド殿下を攻略するつもりはないのですか？」

　ヒューゴに尋ねられ、ソニアはぶんぶんと首を振る。

「まさか！　私は、殿下に恋愛感情を持っていませんし、コンスタンス様が婚約破棄されるのを望んでいません」

「攻略者とやらは、レイモンド殿下と私だけですか？」

「いいえ。騎士団長のご子息であるケネス様とオーギュスト殿下も攻略者です」

　他にもいるというと、ヒューゴが眉根を寄せた。

「先ほど、誰とも恋人になろうと思わないとおっしゃいましたが、あなたは、婚約者や他にお好きな方はいらっしゃらないのですか？」

「いません」

　ソニアがきっぱりというと、彼の表情が緩む。ヒューゴは、小さく安堵したが、彼女は気が付かなかった。

「私は、ゲームとは関係なく、自由に恋愛がしたいと思っています」

　ソニアが誰とも恋人にならないバッドエンドのルートを目指していたと言うと、彼は考えるように顎に手を当てた。

「でも、イザベラ様が言うには、私は、オーギュスト殿下のバッドエンドに向かっているそうです」

　ぽつりと言う彼女の言葉に、ヒューゴは首を傾げる。

「オーギュスト殿下のバッドエンドとは、なんですか？」

「その乙女ゲームは、本編のあとに追加ディスクが販売されたのです。オーギュスト殿下は本編では攻略者ではなかったのですが、追加で対象者になられました。私は、本編だけしかプレイしたことがないから、詳細はわからないのですが、追加ディスクではバッドエンドも増えたそうです。それで、今の状態で私が攻略者の誰とも恋人にならなければ、オーギュスト殿下の愛人になって隣国へ行くのだと言われました」

　ソニアが肩を落として俯くと、ヒューゴは慰めるように彼女の手に手を重ねた。

「大丈夫ですよ。ゲームは始まったばかりなのでしょう？」

　顔を上げた彼女に、彼は優しく微笑む。

「あなたは、私を攻略してください」

「は？」

　思ってもみないことを言われて、ソニアはぽかんとヒューゴを見つめた。






　ヒューゴはオーギュストや隣国の使者たちを、レイモンドやソシアルスクールの講師たちと一緒に見送った時のことを思い出す。

　彼らの乗った馬車が走り去ったあと、ロビーに入ったヒューゴは、ソニアがイザベラと、こそこそと柱の陰へ行くのを見掛けた。誰も気が付いていなかったので、彼は一人で柱の反対側に隠れてこっそりと窺った。

　最初は彼女たちの話が信じがたく、ヒューゴはソニアに騙されたようにも感じた。だが、イザベラと別れて一人になったソニアを問い詰め、詳しく聞いていくうちに、彼女が、自分ばかりかレイモンドにすら興味を持っていないことや、内容に矛盾がないことから信じようという気になったのだ。

　元々、彼は初めて会った時からソニアに惹かれていた。彼女がバッドエンドでオーギュストの愛人になるかもしれないと聞いた時は、腸が煮えくり返りそうだった。

　レイモンドとコンスタンスの婚約破棄を阻止することも必要だが、ヒューゴは、そんなことよりも、むしろゲームを利用してソニアを手に入れようと思った。

「私も攻略者の一人なのでしょう？　事情もわかりましたし、あなたがオーギュスト殿下の愛人にならないように守りますから、私の恋人になるルートを選んでください」

　熱のこもった目で見つめて口説くと、彼女はどぎまぎとして顔を真っ赤にする。

「え？　でも……」

「好きな人がいらっしゃらないのなら、私とのイベントを起こして好感度を上げてください。ハッピーエンドは、どのようなものですか？」

　交際を申し込むように手に口づけると、彼女は混乱しながらもエンディングを話してくれる。

「え……と、攻略者とのハッピーエンドは、社交界デビューの王宮舞踏会でパートナーになっていただくことなんですが……」

　その中で、レイモンドには婚約破棄のイベントがあるだけだという。

「あなたのパートナーは、もう決まっているのですか？」

「ええ。異母兄がエスコートしてくださいます」

　家族がデビューパートナーを務めるのは、許婚者や婚約者がいないと証明するようなものだ。

　ヒロインの恋人候補である攻略者たちは、ヒューゴの知る限りでは全員美形で女性人気が高い。それでもソニアは、誰とも恋人にならないエンディングを目指して、自由に恋愛がしたいと望んでいた。

（恋人も好きな人もいないのなら、私を好きになればいい）

　ヒューゴは、彼女とのハッピーエンドを確実にするための策を考える。

「では私が、あなたのデビューパートナーを務めさせていただきましょう」

「え？」

「ソシアルスクールの管理の仕事がありますので、王宮舞踏会まで私は離宮を離れることができません。ユングソン伯爵家へ、私自身が出向いて直接申し込むことができなくて申し訳ないのですが、伯爵に手紙を書かせていただきます。ですから、あなたからも私の申し出を受けたい、という意思表示をご家族に連絡しておいていただけますか？」

「は、はい」

　ソニアの了承があれば、ユングソン伯爵家が断ることはないだろう。彼女が素直に頷くと、彼は満足そうに微笑んだ。

「ソニア嬢」

　ヒューゴが身を乗り出すと、彼女は、仰け反るように体をずらす。

「な、なんでしょうか？」

　お構いなしに近づいてくる彼に合わせて、彼女はずるずると長椅子に倒れこむ。片足を座面において、彼はソニアの顔の横に手をついて四つん這いになる。

「私の好感度は、もう十分でしょう。これからは、あなたの好感度を上げていただけますか？」

「は？　え？　私の好感度……ですか？」

　ソニアは、意味が分からないというように、きょとんとした。ヒューゴが覆いかぶさっているので、真っ赤になって目を泳がせている。

　身体は密着させず、手足にも空間はある。拘束もしていないので、逃げようと思えば逃げられた。だけど彼女は、彼を突き飛ばそうともせず、両手はもじもじしながら胸の上に置いている。

（嫌がられてはいない）

　それだけでも十分だというように、彼は極上の笑みを浮かべた。

「ええ。私を、本当の恋人にしてください」

　ゆっくり顔を下げていくと、彼女が目を見開く。

「え？　あ、あの、その、……」

　戸惑っているのは見てとれたが、ソニアの目がぎゅっと閉じられたので、ヒューゴはそのまま唇を寄せる。

「!?」

　触れる寸前で彼女の顔が背けられ、彼は動きを止めた。






　ヒューゴに、〝自分を攻略してほしい〟と言われた時から、ソニアの頭は混乱していた。

　艶を含んだ目で見つめられ、口説かれながら長椅子に倒れこんで、やっと彼とのイベントが発生していることに気が付いた。

　ゲームでは感じなかったときめきを感じて、心臓が破裂しそうだ。

　秀麗な美貌を近づけられれば、直視できなくなって目を瞑り、恥ずかしさから顔を背けてしまった。

（どうしよう？　そういえば、キスのイベントもあったっけ）

　ヒューゴルートでは、ハッピーエンドになればヒロインにキスをしてエンドロールが流れた。ゲームが始まったばかりなのに、もうエンディングかと、信じられない展開だ。

　どうすればいいのかわからないでいると、頬に柔らかいものが触れる。目を開けてみれば、ヒューゴが、ソニアの頬に優しくキスしていた。

（え？）

　びっくりして見上げると、彼はにっこり笑って彼女を起き上がらせる。

「性急なことをして、申し訳ございません」

　真摯な顔をして謝る彼に、ソニアは呆然としてしまう。

「終わっちゃった……」

「はい？　終わった？」

　首を傾げるヒューゴに、彼女は、今のがエンディングのイベントだと教える。

「ハッピーエンドは、ヒューゴ様が頬にキスしてくださって終わるんです」

　本編は、全年齢版だからキス以上のイベントなどない。ちゃんとした唇へのキスは、レイモンドだけで、ケネスは額にキスだった。

　社交界デビューのパートナーといい、ラストで発生するはずのキスイベントといい、あっさりヒューゴを攻略できていることに、ソニアは拍子抜けする。

「頰へのキスが、ラストのイベントですか？」

　ヒューゴが呆れた表情をした。

　だが、仮想世界でもその程度の恋愛経験しかない、ソニアのうぶな反応を可愛らしく思ったようだ。彼は、彼女の頬に手を添えて、愛おしそうに見つめてくる。

「では、これから、私と恋人同士のイベントを始めましょう」

　びっくりしたソニアは、思わず両手で庇うように自分の唇を押さえた。

　彼は、くすりと笑うと、手の上から彼女にキスをする。

「安心してください。あなたの嫌がることはしませんよ」

　手を挟んでいるとはいえ、唇にキスされたように感じて、ソニアの心臓はばくばくと飛び跳ねていた。

















四．ヒロインと悪役令嬢












　共学とされているソシアルスクールだが、習う作法は性別で異なるし、別邸の寮や食堂も男女で棟が別れている。ソニアが、男子生徒を見掛けるのは、本邸で共有の図書室や談話室、離宮の庭以外では、週に一度開かれる午餐会だけだ。

　会館の大広間で行われる正餐は、テーブルマナーの授業にも当たるので、席順は毎回ランダムで決められる。初めての午餐会では、同じテーブルには令嬢しかいなかった。

　他に、女性には趣味の会というものがあり、刺繍やピアノや歌など、それぞれの参加希望を募る。

　事務全般を担当しているヒューゴは、趣味の会の参加希望届けを回収したあとで、ソニアを執務室へ呼んだ。

「イザベラ嬢とコンスタンス嬢が、趣味の会で同じように刺繍を希望されているのですが、これもゲームのせいですか？」

「はい。ゲームの中盤で、趣味の会でイベントが起こる予定なんです」

　管理者の一人に、レイモンドも名を連ねていて、彼は、いろんな授業や趣味の会を時々視察している。

　メインルートでは、ヒロインが悪役令嬢に意地悪された時に、王子がヒロインを庇って好感度が上がるのだ。

「そうですか。それで、あなたはなぜ刺繍の会に希望を出されていないのですか？」

　本当のヒロインであるはずのソニアが、趣味の会でどれにも希望を出さなかったので、ヒューゴは疑問に思ったようだ。

「あの、その、……このイベントのためなんです」

　ヒューゴルートでは、希望を出さなかったソニアを、彼が執務室に呼び出す、キャラクターイベントが起こるのだ。

「執務室で、ゲームのヒューゴ様は、趣味の会に参加しようとしないヒロインに嫌味を言って泣かせて、刺繍の会へ強制的に参加させるのです」

　言いにくそうに説明をする彼女を見て、ヒューゴは困った顔をする。

「私は、あなたを泣かせたくありませんが、そうしたほうがいいのですか？」

「いいえ。私もヒューゴ様に意地悪なことを言われたくありません」

　元々ソニアは、嫌味を言うから、ゲームのヒューゴが苦手だったのだ。

　今のヒューゴは優しいと思っているから、彼に意地悪をされれば泣いてしまうだろう。

「それでは、刺繍の会への参加だけにしておきましょう」

　ヒューゴはそう言って、ソニアに椅子を勧め、二人で並んで長椅子に座った。

「それに、あなたに嫌味をいうようなことは何もありません。むしろ、イザベラ嬢のほうが、寄宿舎で何を習ってこられたのかというくらい、無作法なのが問題ですね」

　ヒューゴは、時々レイモンドと一緒に授業の見学をしているので、昨日のお茶の授業で、失敗ばかりするイザベラを見ていた。

　そして、そのたびにコンスタンスが彼女を注意して、レイモンドが庇うということが繰り返されている。

「レイモンド殿下には、それとなくイザベラ嬢に関わらないように言っているのですがね」

　彼が困ったように言う。いくら言っても、婚約者のコンスタンスがイザベラを注意してしまうので、レイモンドは関わらざるを得ないようだ。

「殿下は、コンスタンス様のことをどう思っていらっしゃるのか、ヒューゴ様はご存知ですか？」

　ソニアが不安に思って聞くと、逆にヒューゴに質問される。

「あなたのゲームでは、どうでしたか？」

　彼女は、ゲームの内容を思い出しながら話す。

「ゲームの殿下は、ヒロインに恋をしてから、悪役令嬢を疎ましく思っている様子でした」

「悪役令嬢ですか」

　彼は肩をすくめて、ため息をつく。

「その印象も変えないといけませんね。コンスタンス嬢は、間違ったことを言っておられません。むしろ、わざわざ指摘して指導されておられるので、親切な方です。殿下も周りの目があるから、イザベラ嬢を大人しくさせるために庇われていらっしゃるのです」

　最初のお茶会の時も、無作法な令嬢の問題を大きくしたくない、という防衛本能のようなものが働いて、レイモンドはコンスタンスを注意したのだろう。

「それで、お願いがあるのですが、あなたが〝悪役令嬢〟になっていただけませんか？」

　ヒューゴに言われて、彼女は目を丸くする。

「私が、悪役令嬢に……ですか？」

「ええ、そうです。ゲームの内容を知っているあなたなら、イザベラ嬢がヒロインに成り代わるのを阻止できると思うのです」

　ソニアから聞いた内容を吟味して、彼は、コンスタンスが悪役令嬢にならなければ婚約破棄のイベントが起こらないだろうと考えたそうだ。イザベラがヒロインのイベントを起こした時は、ソニアが悪役令嬢のように注意をしてほしいという。

「嫌な役を、お願いしていると思います」

　ヒューゴが手を伸ばしてくるので、ソニアはどきりとした。

「え？　いえ、その……」

（また、キスしようとしている？）

　彼女が身構えていると、彼の手が頭に置かれる。

「辛くなったら、いつでもおっしゃってください」

　慰めるように頭を撫でられて、ぽかんとしてしまう。

（頭、ぽんぽん）

　ヒューゴルートのイベントにあったことを思い出すと、ソニアの緊張が解けて思わずくすりと笑った。

「どうかされましたか？」

　不思議そうな顔をするヒューゴに、彼女はくすくすと笑いながら執務室のイベントを教える。

「執務室で、ヒューゴ様に嫌味を言われると、〝反抗する〟か〝泣き出す〟の選択肢が出てくるんです。〝泣き出す〟を選べば、こうやって頭をぽんぽんされて、慰められるイベントが起きるんです」

　だが、ソニアは嫌味を言われていないし、泣いてもいない。

「どうしてイベントが起きたのかしら？」

　首を傾げていると、ヒューゴが微笑む。

「私が、あなたに悪役令嬢になってほしいと意地悪を言ったからでしょう。あなたを泣かさずにイベントが起きてよかったです」

　嫌な役を押し付けるから意地悪をしているのだと彼が推察するが、もしかしたら〝反抗する〟ことがなかったから、発生したのかもしれない。

　ヒューゴの手が、まだソニアの頭の上に置かれているので、彼女は照れるように肩をすくめる。

「ゲームをしていた頃は、他のプレイヤーが、このイベントに騒いでいた気持ちがわからなかったんですが、今は、ヒューゴ様に頭をぽんぽんされると、なんだか嬉しいです」

「喜んでくださるのなら、いくらでも撫でて差し上げますよ」

　そう言って、彼はソニアの気がすむまで頭を撫でていた。






　ソシアルスクールが始まって一週間もすると、ソニアは一緒に授業を受けている令嬢たちとも親しくなってくる。

　女性に人気のあるヒューゴに、ソニアがしょっちゅう呼び出されていても、教養の高い彼女たちは、〝管理者が生徒の個人的な相談にのっている〟と素直に受け取り、羨ましがるだけで、嫉妬で嫌がらせをするような卑劣な者は一人もいない。

　だが、イザベラに対しては、作法の基本もできていないのに、レイモンドへのアプローチが露骨すぎると、遠巻きにされることが多かった。

　授業前に、ソニアがコンスタンスや令嬢たちと談笑していると、レイモンドが見学するために教室に入ってきた。

　真っ先に気が付いたイザベラは、彼がコンスタンスに近づくのを遮るように前に立つ。

「レイモンド様ぁ、こんな素敵な髪飾りを私に贈ってくださって、ありがとうございますぅ」

　イザベラは、目立つ場所につけた髪飾りを、見せびらかすようにくるりと回った。

　レイモンドのほうは、お茶会でした約束を守っただけで、彼女にここまであけすけにお礼を言われるとは思っていなかったようだ。

「お茶会で失礼なことをしたから、そのお詫びだよ。たいした品でもないよ」

　満面の笑顔のイザベラに相反するように、彼はたじろいでいた。

〝プレゼント〟ではなく、〝お詫びの品〟だと言い訳したが、宝石がちりばめられている物なので令嬢たちの視線が鋭い。婚約者がいるのに、他の異性に高価なアクセサリーを贈るのは、よく思われないのだ。

　コンスタンスが口を開きかけたので、ソニアは彼女の前に出る。

「イザベラ様。そんなことを、この場でわざわざおっしゃるのは却って失礼ですよ」

　後ろにコンスタンスを庇う形になったので、彼女は目を丸くしている。

　イザベラも、悪役令嬢のセリフをソニアが言っていることに驚いていた。

「大体、一介の男爵令嬢にしか過ぎないあなたが、王太子殿下になれなれしくお声を掛けるのは、不敬ではございませんか？　作法の授業を、きちんと受けていらっしゃらないのですか」

　ずけずけというソニアを、イザベラは唇を噛みしめて見つめている。気を取り直した彼女が、小刻みに体を震わせて、うっすらと涙を浮かべている姿は、〝誰に言われようとも、自分がヒロインに成り代わる〟という態度を表していた。

　今にも泣き出しそうなイザベラを見て、レイモンドが慌てて宥める。

「ソニア嬢。イザベラ嬢も、うっかりしていただけだろう。今回は大目に見たらどうだい？」

「おそれながら殿下。それではソシアルスクールに入学した意味がないと思われます」

　ソニアが苦言を呈すると、他の令嬢たちも口々に賛同する。

「そうですわ、殿下。イザベラ様は、基本的な礼儀作法もできていらっしゃいません」

「そのような方が在籍されているなんて、ソシアルスクールの評判にも差し障りがあります」

　王室管理のソシアルスクールは、他国でも高い評価を得ている。だからこそ、オーギュストも見学にきたのだ。

　イザベラのように、寄宿舎で習うべき作法すら身に付けていないような者がいれば、それだけでソシアルスクールの今までの実績が下がるだろう。

　レイモンドが困惑していると、コンスタンスがソニアに並ぶように一歩前へ出る。

「イザベラ様には、補習を受けて頂きましょう。よろしければ、私が指導をさせていただきます」

　コンスタンスの助け舟に、令嬢たちは敬服する。

「まあ、なんてお優しい」

「さすがはコンスタンス様ですわ」

　令嬢たちが口々に褒め、レイモンドは驚いたようにコンスタンスを見た。

　彼女がにっこり微笑むと、彼もほっとしたように微笑み返す。

「ありがとう、コンスタンス。そうしてくれると助かるよ」

　レイモンドが恭しく彼女の手を取る。彼が感謝を示すようにその手に口づけるので、令嬢たちが「きゃあ」とはしゃいだ。

「そんな。私でよろしければ、いくらでもお力になります」

　コンスタンスは、頬を染めながら言う。照れている姿は、ソニアの目にも可愛らしく見え、レイモンドも口元を緩めていた。

　作法の講師が教室に入ってきて、ソニアや令嬢たちが席に着く。

　レイモンドは呆然としているイザベラを放っておいて、コンスタンスを席までエスコートし、そのまま彼女の近くで見学をした。

　離れた席に着いたイザベラが、じっとレイモンドを見つめていたが、彼は一度も彼女に目をくれることなく授業の半ばで教室から出て行く。

　授業が終わったあと、コンスタンスや他の令嬢たちがイザベラの補習をしようと声を掛けると、彼女は「体調がすぐれない」といって、さっさと教室を出る。それ以降も、何かと言い訳をして補習を受けることはなかった。

　他の授業でも、ソニアがイザベラを注意すると、一緒にいる令嬢たちも同調する。そのたびに泣き出すイザベラをレイモンドは庇おうとするのだが、彼女が補習を受けていないことや習得レベルが低すぎることで庇いきれない。

　そんな彼を助けるのはいつもコンスタンスだった。厳しく言いすぎるソニアや令嬢たちを宥めて、そつなくその場を収める。コンスタンスの優しさや有能さを目の当たりにして、レイモンドはイザベラよりも彼女のほうに興味を持ち始めた。






　数日後、ヒューゴが、再びソニアを執務室へ呼び出す。

「コンスタンス嬢は、〝悪役令嬢〟ではなくなったようですね。あなたのおかげです」

　率先してイザベラを注意するのはソニアだが、周りの令嬢たちも味方をしてくれるので、はた目には誰も悪役に思われていない。

　ヒューゴに労われて、彼女は恥ずかしそうに頰を染めた。

「これで、イザベラ様は、レイモンド殿下を諦められたでしょうか？」

　いくら注意しても、イザベラはちっとも改善しようとしない。

　さすがのレイモンドも、彼女に呆れているようだが、まだ心配だ。

「大丈夫です。殿下とイザベラ嬢のイベントは起こさせません」

　ヒューゴが、にっこり笑ってソニアを見つめる。

「コンスタンス嬢にも、殿下の好みが素直に甘えてくれる女性だということを、こっそり教えておきました」

〝王子の婚約者〟という立場上、コンスタンスは、いつも自分を律している。そういう完璧な彼女に、レイモンドは一目置いているが、愛情までは感じにくかったようだ。

　ソニアから、コンスタンスがレイモンドに労われて照れていた話を聞いたヒューゴは、コンスタンスがレイモンドに好意を持っていることに気が付いたという。彼女にレイモンドの好みを教えて、彼の心をがっちり掴んでもらおうと考えたそうだ。

「あなたのおかげで、殿下の気の迷いも晴れることでしょう」

　細められたヒューゴの瑠璃色の瞳が熱く感じられ、ソニアは、彼と二人きりだということを意識しだす。

「ソニア嬢」

　名前を呼ばれると、どきんと心臓が跳ねた。彼の手がするりと頬を撫でる。

「恋人としてのキスを、あなたにしてもよろしいですか？」

「え？　え……と、恋人……？」

　甘い声にどきどきしながら、目を泳がせた。

「嫌なら逃げてください」

　ヒューゴの顔が近づいてきて、彼女は思わず目を瞑る。

（どうしよう？　でも、嫌じゃない）

　逃げようという気はないが、緊張してしまう。
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　彼の唇が優しく彼女の唇に触れ、ゆっくりと時間をかけてから離れていく。唇が離れて目を開けると、彼の顔はまだ目の前にあった。その秀麗な顔に、ぼんやりと見惚れていると、にっこりと微笑まれる。

「もう一度、してもいいですか？」

「は……い」

　真っ赤になって小さく答えると、彼は再びキスをする。緊張で体を強張らせているソニアが、キスでうっとりとしてくるまで、彼は繰り返し口づけた。






　趣味の会では講師はつかず、教室とは別の部屋にそれぞれ数人ずつの令嬢たちが集まる。

　イベントが起こる日、ソニアはコンスタンスと並んで座り、二人の向かい側に座っているイザベラは、ちらちらとドアのほうを窺いながら刺繍を刺していた。

　ドアがノックされて、レイモンドがヒューゴを伴って入ってくる。

「失礼します」

　刺繍の会の見学に来た二人に、令嬢たちはざわめき、立ち上がって挨拶をしようとする。

「どうぞ、そのまま続けてください」

　レイモンドが制して、輪になっている令嬢たちの後ろを回って、コンスタンスのほうへ歩いてきた。

　ソニアは、この前のキスを思い出し、かっと体が熱くなる。レイモンドと一緒に近づいてくるヒューゴを、まともに見られなくて下を向いた。

「へえ。おそろいの図案なんだね」

　レイモンドが、コンスタンスとソニアの刺繍を覗き込む。彼は二人の間に立ち、ヒューゴはコンスタンスの後ろに立っていた。

「はい。私がコンスタンス様をお手本にさせていただいております」

　ソニアが言うと、レイモンドは嬉しそうな笑顔を見せる。婚約者が慕われていると思って喜んでいるようだ。

「お手本だなんて。ソニア様はとても上手に刺されていますわ」

　刺繍の得意なコンスタンスにお墨付きをもらえて、ソニアは照れるが、ヒューゴがそばにいるので、緊張して手が震えた。

「出来上がりが楽しみだね」

　レイモンドがそう言った時、悲鳴が上がる。

「いったあい！　指に針を刺しちゃったあ」

　イザベラが、みんなに見せるように指を前に出す。血は出ていないようだが、よく見なければわからない。それでも深く刺したかのように痛がって、うまく演技をしているようだ。

　レイモンドが心配そうな顔をして、イザベラのほうへ歩み寄ろうとした。

（イザベラがヒロインのイベントを起こした！）

　指に針を刺して怪我をするのは、ヒロインだ。

　イベント内容はヒューゴに教えて相談したが、彼から何も指示をされなかったし、ソニアは針を刺したとしても声を上げたくない。どうすればいいのかとヒューゴを見ると、彼はコンスタンスの肩を押すようにぶつかった。

「っ！」

　コンスタンスは息を飲んで、布地を持っていた手を抱え込む。ヒューゴが、その場にしゃがんで彼女を覗き込んだ。

「大丈夫ですか？」

　何事かとみんなの視線が向き、胸の前で握りしめていたコンスタンスの手を、ヒューゴが強引に引き抜く。振り返ったレイモンドの目に、コンスタンスの白い指から細く血が流れ出ているのが見えたようだ。

「どうしたんだ？　コンスタンス」

　彼は、慌ててコンスタンスのそばに行った。傷を見せるつもりがなかったというように、彼女は恥じ入るように顔を伏せる。

「うっかり粗相をしてしまいました。申し訳ございません」

　針で指を刺したのは一目瞭然だ。だが、コンスタンスは、今までそんなミスをしたことがない。彼女にしては珍しいこともあるものだと、みんながざわついた。

「いいえ。私のせいです」

　ヒューゴが片手でコンスタンスの手を握り、もう片方の手でそっと彼女の指に触れる。

「イザベラ嬢の叫び声に驚いた私が、コンスタンス嬢の肩に当たってしまったのです。申し訳ございません」

　彼が傷口を覗き込むように顔を近づけた。指に口づけようとしているみたいに見えて、ソニアの胸が痛む。

「私の婚約者だぞ」

　レイモンドが低い声を出して、ヒューゴの肩に手を置く。ヒューゴが振り返ると、レイモンドは不機嫌そうな顔をしていた。ヒューゴの肩に置かれた手にも力が籠められたように見える。ヒューゴは、レイモンドの嫉妬を感じたのか、急いで立ち上がるとコンスタンスの前からどいた。代わりにレイモンドが彼女の前に跪いて傷ついた手を取る。

「可哀そうに、こんなに深く刺して」

　レイモンドが血の出ている指を口に含んだ。

　コンスタンスは、飛び上がらんばかりに狼狽えて、真っ赤になる。

「で、殿下。な、何を……」

　動揺しているようだが、彼女は手を振り払おうとはしない。

　周りの令嬢たちもイザベラのことなどすっかり忘れて、コンスタンスとレイモンドの様子を見て頬を染めていた。

「なかなか止まらないな」

　レイモンドが舐めとっても、コンスタンスの指からは新たに血が流れ出る。

「殿下、私は大丈夫です」

　羞恥で赤くなりながら、コンスタンスが言うと、レイモンドはハンカチを取り出して彼女の指に巻く。

「大丈夫なわけがないだろう。医務室へ行こう、コンスタンス」

　彼が支えるようにして彼女を立ち上がらせると、ヒューゴが椅子をずらして道を作る。

「本当に申し訳ございません」

　頭を下げるヒューゴを見て、コンスタンスは被りを振る。

「たいしたことはございませんので、お気になさらないでください」

　レイモンドは、じろりと彼を睨むだけで、何も言わなかった。

「コンスタンス嬢は、さすがは殿下のご婚約者ですね」

　ヒューゴが感銘を受けたように言う。

「とっさのことでも騒がずに落ち着いておられる、気品のあるご令嬢です」

「そうだな」

　レイモンドは彼の意見に同意すると、ちらりとイザベラを見る。それは、針を刺して大声を上げた彼女とは違うという意味だろう。彼らの言わんとしていることに気が付いた令嬢たちがひそひそと話しだす。

「そうよね。貴婦人が大声を上げるなんて、はしたないですものね」

「コンスタンス様と違って、イザベラ様のほうは、もう血が止まっていますもの」

「たいしたことがないのに、騒ぎ立てられるから、びっくりしましたわ」

　令嬢たちが嘲笑し、イザベラは真っ赤になる。

　ちょうどその時、コンスタンスの肩を抱いたレイモンドが彼女のそばを通った。

「レ、レイモンド様ぁ」

　甘えた声を出すイザベラに、彼は困ったように微笑む。

「イザベラ嬢。君は、もう少し貴族としての嗜みを覚えたほうがいいよ」

　レイモンドは、何の感情もない目で彼女を見た。自分への興味を失くしているのを感じ取ったのだろう。イザベラはショックを受けたように固まっていた。

「さあ、コンスタンス。行こうか」

　レイモンドがコンスタンスへ目を向ける。その目に愛情の熱が含まれていることに、その場にいる誰もが気が付いた。

　コンスタンスは、おずおずというようにレイモンドに身を寄せる。

「はい」

　その微かに甘えるような彼女の仕草に、レイモンドは嬉しそうに頬を緩めた。

　イザベラは、大事そうにコンスタンスを抱えていく彼を黙って見つめるだけだ。

　ソニアも呆然として彼らを見る。

（イザベラは、ゲームのヒロインと同じように動いているのに、こんなイベントになるなんて……）

　本当なら、王子が医務室に連れて行くのはヒロインだ。王子に傷ついた指を舐めてもらうのもヒロインで、悪役令嬢は針を刺した彼女に、「たいしたことはないのに、大声で叫ばないでちょうだい」と注意するはずだった。

　ソニアが、ちらりとヒューゴを見ると、彼は満足そうに笑っている。

（イザベラにヒロインのイベントを起こさせないと言ったのは、こういうことなのね）

　ヒューゴが、ソニアにだけわかるように目配せをした。

　イベント内容を事前に教えていたから、コンスタンスが針を刺すように仕向けて、彼女にヒロインの役をやらせたのだ。コンスタンスにも、レイモンドに甘えるようにアドバイスをしていたから、彼の心を振り向かせることができた。

（さすがは、策略家だわ）

　ソニアは感心しながら、部屋を出ていくヒューゴを見送った。

















五．追加ディスクのイベント












　趣味の会が終わって、令嬢たちと別邸へ戻ろうとすると、イザベラがソニアのそばに来る。

「話があるの」

　おそらく、さっきのイベントのことだろうが、ソニアに話すことはない。

「いいから、こっちに来て」

　有無を言わせず、イザベラが強引に腕を引っ張るので、仕方なしにソニアは令嬢たちと別れて彼女についていく。

　イザベラは廊下の隅へ行くと、きょろきょろと周囲を見渡した。近くに誰もいないことを確認して、ソニアに向き直る。

「一体、あれはどういうこと？　なんでコンスタンスがヒロインみたいになってんのよ」

　いきなり文句を言いだすので、ソニアは呆れて肩をすくめる。

「知らないわ。でも、どうやらあなたはヒロインに成り代われなかったようね」

「何よ！　あんたがヒロインのままだって言うのなら、もうヒューゴとエッチをしたって言うの？」

「なっ、何を言うのよ！　まだ出会って二週間よ。そんな短期間で、そんなことするわけないじゃない！」

　真っ赤になるソニアを見て、イザベラは目をぱちくりとした。

「え？　まだしてないの？」

　思ってもみなかったというような顔をしていたが、やがて彼女は、にやりと笑う。

「そういえば、あんたは追加ディスクをプレイしていなかったんだっけ。だから十八禁イベントが必須だって知らないんだ」

「必須イベント？」

　本編では、必須フラグはヒューゴだけで、他の攻略者に必須なものは好感度以外何もない。

　だが、イザベラは追加ディスクでは、必須イベントを起こさなければどの攻略者のハッピーエンドにも行けないという。

「もしかして、あんたが追加ディスクをプレイしていないのは、年齢制限で引っかかった十八歳未満だったから？　十八禁のエッチイベントを起こさなければ、いくら好感度が高くったって、あんたはヒューゴのバッドエンドになるわよ」

　オーギュストの愛人エンドがバッドエンドのように、追加ディスクでは、キャラクターごとにバッドエンドができたそうだ。

（ヒューゴとエッチしなければ、バッドエンドになるの？）

　ソニアが言葉を失っていると、イザベラは勝ち誇ったように言う。

「追加ディスクの売りは、〝大人の恋愛〟だもの。必須フラグがエッチイベントなのは当然でしょう。攻略者の中で、ヒューゴは一番難しいのよ」

「彼のバッドエンドは、どんなものなの？」

　訊ねるソニアの声は震えていた。イザベラはいい気味だというように口角を上げる。

「どうして、あんたに教えなくちゃいけないのよ」

　意地悪く言われて、ソニアは唇を噛む。

「でも、そうねえ」

　イザベラが顎に手を当てて、見下すように彼女を見た。

「一つだけ、いいことを教えてあげるわ。あんたがハッピーエンドになるには、〝薔薇園のイベント〟を起こせばいいのよ」

「薔薇園のイベント？」

　本編では、そんなイベントなどなかった。ソニアが首を傾げると、イザベラは覗き込むように顔を近づけて冷笑する。

「ケネスの好感度を上げたら、薔薇園のイベントが起きるわよ」

「ケネス様の好感度を？」

　ヒューゴとのハッピーエンドに、なぜケネスの好感度が必要になるのか、ソニアにはわからない。

「ケネス様とは知り合ってもいないのよ。ソシアルスクールの日程も半分過ぎているのに、どうやってケネス様の好感度を上げればいいのよ」

　ソニアは、ケネスとの初対面イベントをまだ起こしていないし、午餐会でも、同じテーブルに着いたことがない。彼女が困ったように言うと、イザベラは平然と答える。

「大丈夫よ。女慣れしていないケネスなら、会うだけですぐに好感度が上がるわ」

「会うだけで？」

　それなら、それほど好感度が高くなくても薔薇園のイベントは起きるのかもしれない。

「じゃあ、がんばってね」

　悩んでいるソニアを置いて、イザベラは、高笑いしながらその場をあとにした。






　イザベラからセックスイベントの必須フラグを聞いて、ソニアは頭を抱える。ヒューゴに追加ディスクのことは話しているが、性描写のことは言っていなかった。

（ひとまず、ヒューゴ様に相談しなければ）

　ソニアは急いで執務室へ行ってヒューゴと会う。

「あの、さっきイザベラ様が教えてくれたのですが、薔薇園のイベントを起こさないと、ヒューゴ様を攻略したことにならないそうなんです」

「なぜイザベラ嬢が、そのようなことを教えてくれるのですか？」

　いつものように、並んでソファーに座る彼は、首を傾げた。ソニアは、レイモンドルート以外では、イザベラがヒロインの親友となって、他の攻略者と恋人になるように協力するのだと説明する。

「あのイザベラ嬢を親友に？」

　ヒューゴが呆れているのを見て、ソニアももっともだと思う。ゲームのことがなかったとしても、傍若無人に振る舞うイザベラと親友にはなれない。

「それで、薔薇園のイベントとは、どのようなものなのですか？」

　ヒューゴに尋ねられて、ソニアの頰が染まる。

「あ、あの……、その……」

　十八禁という言葉は、この世界にはない。どういえばいいのかと口ごもっていると、彼は根気よく彼女が話すのを待った。

「……大人の恋愛……です」

　絞り出すようなソニアの声は、消え入りそうだったが、耳ざとい彼には聞こえている。

「大人の恋愛？」

　ヒューゴは、きょとんとしていたが、やがて意味がわかったのか、意地悪い笑みを浮かべる。

「それは、こういう関係になるということですか？」

　ソニアの肩を抱き寄せると、彼は彼女の胸に軽く触れた。

「きゃあ！」

　びっくりして悲鳴をあげ、ソニアは胸を守るように腕を交差して体を捻った。

「すみません」

　予想通りの反応だと、ヒューゴはくすくすと笑い、降参するように手を上げて離れる。

「あなたに手を出すのは、まだ早いようですね。イベントが起きるのを待ちましょう。それで、どのようにして起きるのですか？」

　あっさり引かれたことにソニアは、なぜかがっかりとした。いきなりだから驚いただけで、嫌悪感はなかったのだ。複雑な気持ちを隠すように、彼女は居住まいを正して話を続ける。

「それは、あの、ケネス様とお会いすれば、いずれ起きるようです」

「ケネス殿と？」

　ヒューゴの眉が顰められたが、ソニアは気が付かない。

「はい。彼の好感度を上げなければ、薔薇園のイベントが起こらないそうなんです」

「そんな必要はありません」

　ぴしゃりと言われて、彼女はびくりとする。穏やかだった彼の顔が、怒っているように見えた。

「あなたは、私のルートを進んでいるのでしょう？　デビューパートナーの許可も伯爵家から頂いております」

　本編では、デビューパートナーになればハッピーエンドだったし、実家からもヒューゴの申し出を受け入れたと、ソニアに連絡があった。

　切なそうな目をした彼が、彼女の頰に手を当てる。

「私はもう、あなたに攻略されているのですよ」

　ヒューゴの顔が近づいてきて、ソニアへ口づけた。

　彼女が目を瞑って受け入れていると、彼は口内へ舌を押し込む。

「んっ！」

　いつもの優しいキスと違い、舌を絡め取られて、ソニアは目を白黒とさせる。激しい口づけに、頭がくらくらしてきた。座っていても倒れそうになって、ヒューゴの上着を掴んだ。

　彼は、彼女を抱きしめながらソファーに押し倒す。

「ソニア嬢。もっと口を開いてください」

　素直に口を開けば、彼は角度を変えて彼女に深い口づけを繰り返した。

　ソニアは、呼吸をするだけで精いっぱいで、ヒューゴの舌に翻弄される。

「あ……、はぁ……ん」

「愛しています。ソニア嬢」

　耳元で囁かれる彼の声に、ソニアの身体がどくんと疼く。見上げると、ソファーに両手をついて、ヒューゴが彼女を見つめている。彼の目が欲情しているように思えて緊張が走った。

　瞬きもせずに見つめ合っていると、ふっと彼の表情が緩む。

「怯えないでください」

　ヒューゴは身を起こすと、ソニアの手を引いてソファーに起き上がらせる。

「あなたに、無体なことをするつもりはありません」

　きちんと座って、そっと彼女を抱き寄せた。

「ですが私は、あなたを自分だけのものにしたいと望んでいます。他の男の好感度など、上げないでください」

　ソニアの背中に回っている彼の腕が、欲望を我慢しているように震えている。

　男女の付き合いの何もかもが初めてのソニアは、未知の経験であるセックスに対しても漠然とした恐怖感があった。だけれど、ヒューゴに大切にされていると感じると、いずれは彼に抱かれたいと思う。ソニアは、甘えるように彼の胸に身を寄せた。

「私の好感度は、ヒューゴ様だけです」

「ソニア嬢」

　彼が腕に力を籠める。抱きしめられて、彼女はどきどきしていたが、しばらく抱き合ったあと、ヒューゴは体を離す。

「ソニア嬢、ひとまず、薔薇園へ行ってみませんか？」

　二人で行って、薔薇園のイベントが発生するかどうか、試してみたいという。

　ソニアの気持ちを尊重して、今は引いてくれたのだろう。彼女は微笑んで頷くと、彼と連れ立って執務室を出た。






　本邸の裏にある大きな薔薇園は、多種多様の薔薇が植えられ咲き乱れている。

　うららかな日差しの中で、デートをしているカップルや、ベンチに座って談笑している生徒たちを見ながら、ソニアはヒューゴの後ろを歩いた。

　四方に出入り口のある薔薇園の、東から西へ繋がる遊歩道を通って、ヒューゴが振り返る。

「特に何も起こりませんね」

「そうですね」

　条件が揃っていないのかもしれない。

「もしかしたら、デビューの日が近づいたら起こるイベントかもしれません」

「どうして、そう思うのですか？」

　ヒューゴが不思議そうな顔をした。

「イザベラ様の口ぶりから、多分、追加ディスクのメインイベントだと思うのです」

　全年齢版の本編のキスイベントがそうだったように、十八禁版では新たに追加されたセックスイベントがメインなのだろう。

「メインイベントならばゲーム性も考えて、まだ半分しか過ぎていない今の時期よりも終盤によく起こっていました」

　ソニアにとっても、そのくらい期間があれば、セックスをする心の準備が整いそうだ。

「そうですね……」

　ヒューゴが顎に手を当てて考え込んでいると、少し離れた薔薇の植え込みからイザベラが出てきて、こっちへやってくる。

「ヒューゴ様。こちらにいらしたのですか。相談したいことがありましたのに、執務室にいらっしゃらないから捜しましたわ」

　今までになく丁寧な物言いに、ソニアは目を丸くし、ヒューゴの眉がわずかに寄せられる。

「何のご相談ですか？」

「個人的なことです」

「事務の窓口を通してください」

　彼が冷たく言うと、イザベラは、むっとした顔をしたが、すぐに微笑を浮かべる。

「ソニア様の相談は窓口を通されてないのに、えこひいきをするのですか？」

　嫌味を言われて、ヒューゴは、露骨に顔を顰めた。

「わかりました。お話を伺いましょう」

　管理者としての立場もあるので、仕方なさそうだ。彼はソニアにだけ笑顔を向ける。

「あなたは、もう寮にお戻りなさい」

「はい。わかりました」

　ソニアが頷くと、ヒューゴは先に立って薔薇園の出口へ向かった。

　イザベラは彼に続く前に、ポケットから革布を取り出す。

「そうだ、これ。さっき裏庭で拾ったから、事務室に届けておいて」

「え？」

　ソニアに強引に押し付けると、呼び止める暇もなく、イザベラは走ってヒューゴを追いかけていった。

（なんなのよ）

　渡されたものを広げると、革の手袋だ。イニシャルと紋章が入っているので、ヒューゴに聞けば誰のものかわかるだろう。わざわざソニアに預ける意味がわからない。

（だいたい、事務室も本邸にあるのだから、ヒューゴ様の執務室に行く前に届ければいいじゃない）

　彼と連れ立っていってしまったことも含めてソニアは、むかむかとする。

　それでも、落とし主には関係のないことだし、失くして困っているかもしれないと思って、彼女も本邸へ向かった。






　一階の奥にある事務室のカウンターには、女性の事務員と、男子生徒が立っていた。大柄な男子生徒は、後ろを向いて書類に何か記入している。

「どうされましたか？」

　ソニアに気が付いた女性事務員が声を掛けた。

「落し物なのですが」

　ソニアが手袋をカウンターに置くのと、書類を書き終わった男子生徒がこちらを向くのが同時だった。

「それだ！」

　男子生徒が叫ぶと革の手袋と一緒にソニアの手を握りしめる。

「きゃっ！」

　びっくりして見ると、男子生徒はケネスだった。

「し、失礼しました」

　ぱっと手を放して、彼は真っ赤になる。

「あなたが拾ってくださったのですね。ありがとうございます」

　礼を言うケネスは、ゲームの設定どおり、女性に慣れていないのだろう。思わずソニアの手を握ったことに照れるように、彼女を見ていた。

「い、いいえ」

　手袋を渡して帰ろうとすると、事務員が「手続きをしますので」と引き留める。

「紛失届が出されていますので、拾得された方のお名前を書いてください」

　さっきまでケネスが書いていた書類を渡された。ソニアが必要箇所を記入していると、ケネスは彼女の名前を確認するように覗き込む。

「ソニア・ユングソン伯爵令嬢ですか。私は、ケネス・イェイツと申します。この手袋は、一番馴染んで使いやすいものだったので、届けていただいて助かりました」

　書き終わった書類を受け取って、事務員が確認する。ケネスが書類に書いた特徴と手袋が一致したようで、事務員は彼に手袋を返す。

「すぐに見つかってよかったですね」

「はい。ありがとうございました」

　ケネスは事務員とソニアの両方にお礼を言った。手続きはすぐに終わったので、ソニアは自然とケネスと一緒に事務室を出た。

　廊下へ出ると、ケネスがソニアに話しかける。

「ソニア嬢、お送りいたします」

「いいえ。寮に戻るだけですので、大丈夫です」

「それなら一緒の方向ですよ。ぜひ送らせてください」

　ケネスは有無を言わさず彼女の手を握った。

　ヒューゴとも約束をしたし、ソニアは極力彼との接触は避けたい。剣を携えていたから、ケネスはてっきり武闘技場へ行くと思っていたのに、寮に帰るところだったと言われて困ってしまった。別の言い訳を考えていると、ぎゅっと握りしめられて、ソニアは思わず顔を顰める。

「痛いです」

「あ、あ、すみません」

　ケネスは慌てて手の力を緩めた。

「申し訳ございません。女性に触れるのが初めてで、加減がわかりませんでした」

　それでも、彼は手を離そうとはしない。彼女が手を引き抜こうとすれば、またぎゅっと握りしめてくる。

「ソニア嬢の手は、小さくて柔らかいのですね」

　にこにこと満面の笑顔で言う。

　好きな人がいなかったら、彼の分かり易い好意の表情と、手を繋ぐスキンシップでときめいてしまうだろうが、今のソニアはヒューゴに恋をしている。

　ケネスからの褒め言葉も、今の彼女には煩わしく感じた。

「あの、手を繋がなくても大丈夫です」

　離れようとするソニアに、ケネスは、とんでもないと首を振る。

「女性をエスコートするのに、それはできません。力は入れませんので、このままでお願いします」

　恭しく手を掲げてエスコートするのがマナーではあるが、ケネスとは歩幅が違う。彼と一緒に歩けば、手は掲げられず、繋いでいるだけになった。

　彼女は彼に引きずられるようにして、本邸から別邸まで連れていかれる。

（ゲームでは、どきどきするシチュエーションだったのに……）

　前世の頃と違って、迷惑に思う今の自分の気持ちに、ソニアは戸惑っていた。

　翌朝、本邸へ向かう遊歩道を歩いていると、後ろから声を掛けられる。

「ソニア嬢、おはようございます」

「おはようございます」

　笑顔で近づいてきたケネスに、ソニアは挨拶を返した。

「本邸までエスコートします」

「いいえ。一人で大丈夫です」

　差し出すケネスの手から逃げるように身を引いて、彼女が急ぎ足で歩くと、彼がぴったりとついてくる。

「まだ時間は十分ありますよ」

　走ることは淑女としてできない。だが、ソニアの早歩きも、彼にとっては普通の速度だ。向かう先も同じなので、結局一緒に本邸へ行く羽目になった。

　次の午餐会では隣の席になり、ケネスはずっと彼女に話しかけてくる。

　それからというもの、彼は積極的にソニアに付きまとい、朝から別邸の玄関ホールで彼女を待っていて一緒に本邸へ行き、中央階段で教室が分かれても授業が終われば迎えに来ていた。






　ソニアが、ケネスのことをヒューゴに相談しようと、本邸の二階にある職員の執務室へ向かう時も、彼はついてこようとする。

　どこへ行くとは言わないが、個人的な用事だから遠慮してほしいと言っても、ケネスは聞き入れてくれない。

「部屋の前までお送りするだけです。相談内容まで伺いません」

　廊下で彼は跪くと彼女の手を取り、恭しく口づける。

「私は、お慕いしているあなたのそばにいて、いつでも守りたいのです」

　うっとりとした目で見上げられ、彼女は衝撃を受ける。

（なぜ？　好感度が上がっている）

　ヒューゴルートを進んでいるはずなのに、ケネスの告白イベントが発生していることが不思議だった。

　ソニアが困惑していると、執務室のドアが開き、ヒューゴが出てくる。廊下に二人がいることに気が付き、彼は目を丸くした。

「ヒューゴ様……」

　助けを求めようとした時、彼の後ろからイザベラが顔を出したので、ソニアはびっくりしてしまった。

（どうして、イザベラがヒューゴ様と一緒にいるの？）

　ケネスは慌てて立ち上がると、胸に手を当てて頭を下げた。ヒューゴは、礼をしているケネスに冷たい目を向ける。

「こんなところで何をしているのですか？」

「先生に相談があるという、ソニア嬢を送ってまいりました」

　呆然としているソニアに代わってケネスが答えた。ヒューゴはちらりとソニアを見る。

「申請書を出しましたか？　ちゃんと手続きをしてください」

　冷たい声で言われ、ソニアは言葉を失う。

　顔色を変えて黙っている彼女を一瞥するだけで、彼はそのまま廊下を歩いていく。

「あ、待ってよ。ヒューゴ様」

　イザベラは、ソニアの前を通る時、にやりとほくそ笑んだ。

「ケネス様と仲良くね」

　そう言い捨てて、彼女はヒューゴのあとを追いかけた。






　それからのソニアは、ヒューゴのことばかり考えて、授業中も身が入らず失敗ばかりした。

　講師から何度も注意をされているのを見て、コンスタンスが心配する。

「どうなさったの？　ソニア様。体調でも悪いのですか？」

「いいえ。大丈夫です」

「でも、お顔の色も冴えないようですね」

　仲のいい令嬢たちも気にかけてくれるので、ソニアは笑顔を見せた。

　反対に、イザベラは、ようやく及第点に近づいたようで、作法がましになっている。

「この調子で頑張ってください」

　講師に褒められ得意そうに笑っていた。

　授業が終わったあと、イザベラがまたソニアの腕を引っ張って、誰もいない廊下の隅へ行く。

「ケネスとは順調のようね。もうキスはした？」

「何を言うの！　そんなことをするわけがないでしょう」

　ソニアが真っ赤になって否定すると、彼女は「なあんだ」とつまらなそうな顔をする。

「でも、これであんたは、ケネスのハッピーエンドかヒューゴのバッドエンドね」

「え？」

「あんたがケネスと会っている間に、あたしはヒューゴと執務室で仲良くしているわ。ヒューゴのバッドエンドって、彼があんたからあたしに乗り換えるのよ」

　ヒューゴルートで、追加のキャラクターバッドエンドは、彼をイザベラに横取りされるエンディングだという。ソニアは目の前が真っ暗になったように感じる。

「あなたは、レイモンド殿下を攻略しようとしていたんじゃないの？」

「あんたが言ったんでしょう。あたしはヒロインじゃないって。だから、自分の役割に沿うことにしたのよ」

　イザベラは、レイモンドとコンスタンスの仲が深まったことを目の当たりにして、ヒロインに成り代われないと悟ると、すぐに攻略対象を変えたようだ。ヒューゴの横取りイベントもあることから、野心家の彼女は、上級貴族の彼を狙うのだろう。

「ゲームでは、あたしはあんたをヒューゴの嫌味から庇う役なんだけど、今は親友になっていないから、どうしようかと思ったわ。親密になるきっかけを作るために、ヒューゴに悩み相談していたら、彼、あたしに興味を持ったみたい。毎日会いに来て話を聞かせてほしいって言ったもん」

　イザベラが意気揚々と話すことで、ヒューゴの執務室に彼女がいたことに合点がいく。それでも、ソニアのショックは隠せない。

「そんな……」

　ゲームのことやイザベラのことは、ソニアが前もってヒューゴに話している。彼からもはっきり〝愛している〟といわれているから、簡単に心変わりするはずはないと信じたい。

　だが、イザベラは余裕の表情でソニアを見る。

「薔薇園のイベントは、まだでしょ？　ヒューゴがあたしを押し倒したら、あんたのバッドエンドは確定するわ。お子様のあんたには、ケネスのほうが攻略しやすいわよ。ケネスは女に慣れていない分、すぐにエッチしようと必須イベントを起こしてくれるわ。ケネスとハッピーエンドになるのも時間の問題ね」

　ヒロインは社交界デビューまでに攻略者の誰かとセックスをしなければ、一番好感度の高い人のバッドエンドになるという。

　ちなみに、ケネスのバッドエンドは、騎士団の世話係としてこき使われるそうだ。

「この前、ケネスに告白されていたんでしょう？　会うだけで好感度が上がるのはヒロインの特権よね」

　告白されているのなら、ケネスの好感度はハッピーエンドになるほど上がっているらしい。ケネスやレイモンドは、会うだけでも好感度が上がるので、ゲームの中でも攻略しやすいキャラクターだったようだ。

















六．ルート変更と必須イベント












　ソシアルスクールの終了は近づいているのに、ソニアはなかなかヒューゴに会えない。きちんと手続きを踏んで、彼を指名した相談を申し込んでも音沙汰がなかった。

　最後の午餐会の日もケネスが隣の席に着いているので、ソニアは驚きを隠せない。

（どうして？　ヒューゴ様よりもケネス様の好感度のほうが高いということなの？）

　ランダムに決められるはずなのに、二度も隣の席になるのは、恋愛ゲームでは一番好感度の高い攻略者だということだろう。

　ケネスルートに変わってしまったのかもしれないが、万が一にもヒューゴのバッドエンドに向かっているのかもと思うと、ソニアは涙が出そうだった。

「もうすぐソシアルスクールも終わりますね。ソニア嬢のデビューパートナーはどなたですか？」

　ケネスが、にこにこしながら聞いてくる。

　ソシアルスクールを終了すれば、離宮から馬車で王宮へ行って、国王と謁見をする。そのあとの王宮舞踏会でデビューするのだ。

「もし、ご家族の方が務められるのなら、私が申し込んでもよろしいですか？」

　一緒のテーブルについている令嬢が「まあ」と羨ましそうな声を上げる。

　まさかみんなの前で申し込まれるとは思わず、ソニアは答えに詰まった。

（ここで、ヒューゴ様がエスコートをしてくださると言ってもいいのかしら？）

　許嫁がいる者は、パートナーを公表しているが、ほとんどの者は家族が決めることもあって、当日まで内緒にしている。

　ソニアとヒューゴは、付き合っているだけで婚約しているわけではないので、彼に確認もせずに勝手に言うわけにいかない。

「すべて父に任せておりますので、私の一存では決められません」

　彼女がそっけなく答えると、ケネスは困った顔をする。それを見て、向かいの席に座っているイザベラが口を出す。

「ソニアは照れているだけよ。彼女は自分を一番愛してくれている人をデビューパートナーに選ぶわよ」

　それを聞いて、ケネスは嬉しそうに笑う。

「それなら、私にもチャンスがありますね」

　彼があからさまな態度でソニアに好意を示すので、同じテーブルに着いている人たちが暖かく見守る。彼女は、彼の気持ちがつくづく重荷に感じた。

　午餐会を終えて別邸へ戻り、部屋の前の廊下で、ソニアはイザベラを捕まえる。

「余計なことは、言わないでくださらない」

「あら、あんたとケネスの仲を協力してあげただけじゃない」

　悪びれずに言う彼女の態度に、ソニアはむかついた。

「最初に言ったでしょう。あなたの協力なんか、必要ないわ。私の邪魔をしないで」

「邪魔なんかしていないわよ。ヒューゴのことなら、彼からあたしに会いたいって言ってきてるんだもん」

「え？」

　驚いているソニアに、イザベラは、にやりと笑う。

「バッドエンドが嫌なら、あんたはケネスを受け入れればいいのよ」

　彼女はくすくすと笑うと、自室へ入っていった。






　翌日は、授業の最終日だ。ソニアはイザベラを注意深く見ていたが、何も変わりはない。普段通り授業を受けて、別邸へ帰った。

　寮での夕食を終えて部屋へ戻ろうとすると、イザベラが玄関へ向かうのが見えた。不安を覚えたソニアは、こっそりと彼女のあとをつける。

　まっすぐ本邸へ行くイザベラが、ヒューゴの執務室へ入るのを見て、ソニアはドアの前で佇む。どうしようかと悩んでいると、ドアが細く開いているのに気がつく。

「きゃっ！」

　中から悲鳴と、どさっという物音が聞こえた。

　ソニアの手がノブに触れてドアが開く。執務室のソファーに押し倒されているイザベラと、彼女の上に覆い被っているヒューゴが見えた。

「ヒューゴ様」

　ソニアには、目の前の光景が信じられない。

　肩越しに振り返った彼は、目を見開いて驚いている。ヒューゴの肩にイザベラの手が置かれ、彼の下で彼女はほくそ笑んでいた。

〝ヒューゴがあたしを押し倒したら、あんたのバッドエンドは確定ね〟

　以前イザベラが言っていた言葉を思い出したソニアには、彼女の目が〝彼は、あたしのものよ〟といっているように見える。

「ソニア嬢」

　青ざめているソニアに声を掛けて、ヒューゴが起き上がろうとしたが、イザベラの手が彼の首に巻きついていて起き上がれないようだ。ソニアはドアを閉めると、急いでその場から逃げ出す。

（ヒューゴ様とイザベラが……！）

　涙が溢れて頭が混乱する。

　ソニアは、ハッピーエンドもバッドエンドも関係なく、ヒューゴがイザベラを押し倒していたことにショックを受けた。

　階段を駆け下りると、廊下を歩いてきたケネスに出会う。

「ソニア嬢？」

　毎日会っている会話の中で、彼は、食後の鍛錬を欠かさないと言っていた。今も、武闘場を借りようと、事務室に行くところだったのだろう。涙を流しているソニアを見て、彼はびっくりしたようだ。

「一体、どうされたのですか？　ソニア嬢」

　ソニアはケネスに気づいても、何も言わずに本邸を飛び出した。彼はソニアのあとを追ってくる。

「お待ちください」

　裏庭へ逃げて行ったソニアを、ケネスが薔薇園の前で捕まえ、そのまま彼女を連れて中へ入っていった。外灯が点き始めた薔薇園には、誰もいない。近くのベンチに座って、彼が彼女の両肩に手を置く。

「ソニア嬢、何があったのか、話していただけませんか？」

　ケネスが顔を覗き込んでくるので、ソニアは慌てて涙を拭う。

「な、何でもありません」

「泣かないでください」

　彼は、彼女の肩を抱いている手を、そのまま背中に回す。

「ソニア嬢には、私がそばについています」

　ケネスに抱き寄せられて、彼女はびっくりする。

「ち、ちょっと……！」

　身をよじって逃れようとするが、彼の体はびくともしなかった。

（嘘！　男の人って、こんなに力が強いの？）

　ソニアはヒューゴにしか抱きしめられたことがない。彼は、少しでもソニアが嫌がるそぶりを見せれば、いつもすぐに放してくれていたので、彼女は男の力強さを知らなかった。

　筋肉質のケネスに、ぎゅうぎゅうと抱きしめられて、彼女は狼狽えた。彼が、顎を持ち上げて、唇を近づけてくる。

「いやあ！　ヒューゴ様！」

　蒼白になったソニアがヒューゴの名を叫ぶと、ケネスは驚いたのか力が弱まった。その一瞬の隙をついたように、横から拳が飛んできた。

　ケネスの体が転がり、引きずられるようにベンチから落ちる彼女を、後ろから抱きとめられる。

「私のソニア嬢に何をする！」

　両手で守るように、ソニアを背中から抱きしめているのは、ヒューゴだった。

　鳩が豆鉄砲を食ったように、ケネスが彼を見上げている。

「え？　ヒューゴ様？　え？」

　ケネスは、わけが分からないと、きょとんとした。

「ソニア嬢は、私の婚約者です」

　きっぱりというヒューゴの言葉に、二人とも驚く。

「も、申し訳ございません！」

　ケネスが、その場で土下座をした。他人の婚約者に言い寄るのは、騎士道に反する行為だ。

「存じ上げずに失礼なことをいたしました。お許しください」

　ぺこぺこと頭を下げる彼を、ヒューゴは冷たく見下ろす。

「公私混同を避けるために内密にしていましたから、今回は許しましょう。ですが、二度目はありませんよ」

「は、はい。お許しいただき、ありがとうございます」

「それと、ケネス殿には頼みがあります」

「はい。なんでも致します」

　顔を上げるケネスを立ち上がらせると、ヒューゴは彼に何やら囁いた。

「わかりました。お任せください」

　ケネスは確実に請け負うというように自分の胸を叩くと、一礼をして薔薇園から出て行った。

　彼が見えなくなってから、ソニアはヒューゴに尋ねる。

「婚約者って、どういう事ですか？」

「私は、ユングソン伯爵に面識がありませんから、手紙でお願いするだけでは断られるかもしれないと思って、父から伯爵家に申し込みに行ってもらうようにお願いしたのです」

　宰相である公爵が彼の手紙を持参して、ソニアの実家に行ったらしい。それを想像すると、両親はさぞかし驚いたことだろうと彼女は思った。

「私が女性に興味を示すのは、初めてのことですから、父は先走ってソニア嬢との縁談話にしたそうです」

　息を飲むソニアに、ヒューゴはにっこりと笑う。

「あなたが前もって、私からの申し込みを受けてほしいと、ご両親におっしゃっておいてくださったおかげで、とんとん拍子に話が進みまして、次の王宮舞踏会でデビューされる時は、私があなたの婚約者としてエスコートをすることに決まりました」

　公爵家では、ソニアが妾腹の娘だということを問題にしなかったそうで、伯爵家でも願ってもいない良縁だと喜んだそうだ。

　ソニアからの連絡もあったので、伯爵夫妻は、彼女とヒューゴは相思相愛だと思いこんで了承したようだ。ネイクロフト公爵も、二十六歳にもなっても恋人の一人も作らず、浮いた噂もなかった跡取りの嫡男が、やっと結婚する気になったと歓喜して、ソニアを是非にと望んだという。

　ヒューゴを頭の切れる策略家だと承知しているソニアは、彼が意図的に勘違いさせるように話を持っていったのだと理解した。

　ヒューゴはあたりを見回すと、ソニアの手を取って歩き出そうとする。

「お部屋までお送りいたします」

　だが、彼女は執務室でのことを思い出して、素直に動けない。

「イザベラ様は？」

「さっきケネス殿に頼んでおきましたから、彼女のことは大丈夫ですよ」

「そのことではありません」

　ソニアが、ぎゅっと自分のドレスを握りしめると、彼は宥めるように彼女の肩を抱く。

「今までのことは、きちんと話します。夜風も出てきましたので、ひとまずお部屋に戻っていただけませんか？」

　日が沈んで冷えてきたのもあり、ソニアは仕方なくヒューゴと一緒に別邸へ戻った。






　ヒューゴと自室に戻ったソニアは、侍女がお茶を入れたあと、彼女に下がるように言う。

「もう、いいから。あなたは休んでちょうだい」

　すると、侍女は困った顔をする。

「よろしいのですか？　お嬢様」

「ええ。あとのことは私がします」

　侍女は、夜にソニアが男と二人きりになることを心配したのだが、ソニアはそこまで気が回らなかった。

　イザベラの話をすればゲームの話題にもなる。侍女に聞かれたくないし、遅くなると時間外労働にもなりそうだ。カップの始末くらい自分でできると思って、ソニアは侍女に出て行くように促す。

　侍女はちらりとヒューゴを見た。相手はソシアルスクールの管理者でもある。ヒューゴが黙っているので、侍女も、それ以上は何も言えない。長椅子で悠然とお茶を飲む彼を見ながら、侍女は躊躇いつつドアへ向かう。

「では、お先に失礼いたします」

　侍女が一礼して部屋を出て行くと、ソニアは彼の隣に座った。

「ヒューゴ様は、どうしてイザベラ様に会っておられたのですか？」

「彼女の情報がほしかったからです」

　あっさりと言われて、彼女は首を傾げる。

「情報？　何の情報ですか？」

「薔薇園のイベントの情報です。イザベラ嬢は、私があなたからゲームのことを聞いているとは知りませんから、ちょっとつつくだけで他のイベントのことも、ぺらぺらとしゃべっていました」

　ヒューゴがイザベラと会っていたのは、ソニアとのイベントのためだったと知ってほっとした。彼は、イザベラから聞いたことを教えてくれる。

「〝薔薇園のイベントが発生すれば、ソニアはケネスの恋人になる〟。イザベラ嬢から、そう聞いた時は、心臓が止まるかと思いました」

「え？　薔薇園のイベントは、ケネス様と恋人になるイベントなんですか？」

　ソニアが驚いていると、ヒューゴが真面目な顔をして頷く。

「あなたは本編しか知らないとおっしゃっていましたものね。イザベラ嬢は追加ディスクのイベントをよく妄想していて、一人でぶつぶつと呟いていました」

　耳ざといヒューゴには、小さな声でも聞きとれる。ソニアからも聞いていたので、イザベラが執務室でうっとりと夢を見るような目をしていう独り言が、ゲームのシチュエーションだということは容易にわかり、そこから彼はゲームの内容を推察したそうだ。

「薔薇園のイベントとは、あなたが私とケネス殿とに二股をかけるルートで、どちらかを選ぶ分岐点なのです。だからケネス殿の好感度が必要だったんです」

「二股をかけるルート？」

「ええ。私のルートに入っているあなたが、ケネス殿と知り合っていれば派生するルートだそうです」

　追加ディスクでは、大人の恋愛ゲームらしく、ヒューゴルートには、二股や乗り換えルートが現れるそうだ。薔薇園で、ケネスのキスを受け入れていれば、彼のルートへ乗り換えられたという。

「それに私のルートのバッドエンドは、イザベラ嬢が私の恋人になるそうです。薔薇園で、あなたがケネス殿を選んで、傷心した私を彼女が慰めてくれるそうですよ」

　くすりと笑う彼に、ソニアは思わず抱きつく。

「そんなの嫌です！　ヒューゴ様をイザベラ様にとられたくありません」

　ぎゅっと服を握りしめる彼女を見て、ヒューゴは嬉しそうに微笑んだ。

「私が愛しているのは、ソニア嬢だけです」

　彼はそう言って彼女の背中を撫でた。

「あなたがケネス殿と二人でいるのを見た時は、嫉妬からついイザベラ嬢を優先してしまいました。ですが、そのおかげで、彼女は勘違いして妄想の独り言を呟くようになったのです」

　ヒューゴは、イザベラの呟きに耳をそばだてて、拾ったケネスの落とし物をソニアに託したことや、彼女がバッドエンドの横取りを狙っていることを知った。

　ケネスが好感度を高めていくのは腹立たしかったが、ヒューゴは、二股ルートの回避や薔薇園のイベントの詳細を得るために、ソニアの相談申し込みを受けずにイザベラに会い続けたのだ。

「今夜のことが〝薔薇園のイベント〟のようですよ」

　ヒューゴかケネスのどちらかを選ぶという〝薔薇園のイベント〟は、さっきソニアがケネスにキスされかけて、ヒューゴに助けを求めたことだった。

「イザベラ嬢の呟きでは、あなたがケネス殿のキスを受け入れていれば、彼の部屋へ連れていかれたそうです」

　そのままケネスとのセックスイベントまで発生する予定だったと聞いて、ソニアはぞっとした。

「間に合ってよかった。怖い思いをされたようですね。あなたを泣かせてしまって、申し訳ございません」

　ヒューゴは、彼女の頬に手を当てて、もう乾いてしまっている涙の跡をなぞった。

「私が泣いたのは、ケネス様のせいではありません」

　ソニアはヒューゴの手に手を重ねる。

「ヒューゴ様がイザベラ様をソファーに押し倒しておられたのを見て、心変わりされたのかと思って泣いたのです」

　彼は、何のことかわからないというようにきょとんとしたが、すぐに執務室でのイザベラとのやり取りを思い出して、慌てて首を振る。

「あれは、違います。あれだけレイモンド殿下にまとわりついていたくせに、今更私にすり寄ってこようとするイザベラ嬢など、ゲームの情報がなければ近づきたくもありません！」

　吐き捨てるように言ったあと、ヒューゴは肩を落とす。

「執務室でのことは、イザベラ嬢が、私を道連れにしてソファーに倒れただけなんです」

　時間外に突然やってきたイザベラのことは、彼も訝しく思っていたそうだ。情報もほとんど手に入れていたので、イザベラと話すメリットはもうない。部屋に入れるつもりはなかったのだが、彼女は強引に入ってきたという。

　ソファーに座ろうとするのを止めるつもりで近づいたら、イザベラが躓いたふりをして彼の服を掴んだ。彼女は、全体重をかけて倒れこみ、油断をしていたヒューゴが引きずられて、ソファーへ押し倒すような格好になったそうだ。

「私が押し倒したいのは、ソニア嬢だけです」

　彼が、熱のこもった目でソニアを見つめてくる。

「あなたを騙すような形で婚約したことは謝ります。申し訳ございません。ですが、私は確実にあなたを自分のものにしたかった」

〝婚約者〟になれば、ソニアが他の攻略者の好感度をどれだけ上げても、社交界デビューのパートナーを変えられることはない。彼は、必ずハッピーエンドになるように先手を打ったそうだ。

「ソニア嬢、どうか私と結婚していただけませんか？」

　家同士で決定していても、きちんと彼から求婚されると、ソニアの心が熱くなる。

　嬉しいのだが、恥ずかしくて目を合わせられない。目を泳がせながら、きゅっと彼の手を握りしめる。

「……はい」

　ソニアも、誰にもとられたくないと思うほど、ヒューゴのことを好きになっていた。消え入りそうなくらい小さな声だったが、彼には聞こえているだろう。

　ヒューゴは、ゆっくりと顔を近づけ、彼女の唇へついばむようなキスをする。

「このまま、押し倒してもいいですか？」

　恥ずかしそうにもじもじとするが、ソニアに嫌がったり逃げたりする気はない。耳元で彼が甘く囁く。

「あなたの寝室を使わせていただいてもよろしいですか？」

　彼女は、顔を真っ赤にしながらも小さく頷いた。






　ソニアを抱き上げて寝室へ入ると、ヒューゴはベッドの端に彼女を下ろす。そしてその隣に座ると、背中を向けさせて、彼女のドレスのボタンを外しだした。

　ドレスがはだけて、覗きだした彼女の肩に彼がキスをする。彼の唇が触れると、彼女はぴくりと反応してしまう。

「あっ……」

「可愛いですね。ソニア嬢」

　彼は、彼女の長い髪を前に流して、うなじにも口づけた。

　後ろから、首筋や反対側の肩にとキスしながら、ヒューゴはコルセットの紐をほどく。コルセットが緩んで外れると、ソニアは胸の前で腕を交差した。髪を抱きしめるようにして乳房を隠すと、ヒューゴがくすりと笑う。

「見せて頂けないのですか？」

「恥ずかしいです」

　ソニアは頬を染めて俯いた。

「では、あとのお楽しみにさせていただきましょう」

　彼は、彼女を優しくベッドへ倒れさせる。ソニアは、足を床に投げ出している格好で上半身を横たえた。

　ヒューゴがドロワーズに触れ、ゆっくりと紐をほどいていく。彼はベッドから下りると、彼女のドロワーズを丁寧に脱がした。

　前世も今世も、ソニアにセックスの経験はない。それでも、前世で恋愛小説などをよく読んでいて知識だけはあるので、これからどうされるのか漠然とわかる。

　パンツだけの姿にされて、どきどきとしたが、彼にすべてを任せるつもりで、じっとしていた。跪いているヒューゴは、ソニアの片足を持ち上げると、素足の甲に口づけを落とす。

「え？」

　びっくりした彼女は、肘をついて身を起こす。彼は両手で恭しく足を掲げて、ふくらはぎやひざへとキスしていった。

「そんな……。あ……、ヒューゴ様」

　彼は、彼女の足を開かせると、その間に身体を入れる。口づけていく彼の唇が、足の付け根へ近づくほど、彼女の体は敏感になってきた。内腿にキスされると、ソニアはびくりと跳ねてベッドへ倒れこむ。

「あ……あ、ヒューゴ、様」

　身体の奥から愛液が流れ出てきて、彼女は身悶えた。

「感じてくださっているのですか？　あなたの体から甘い香りがしてきました」

　大事な部分を指で押さえられると、それが彼の目の前にあるのだとわかってしまう。パンツ越しでも自分の性的なものをヒューゴが感じていると思うと、羞恥で身体が熱くなる。

「い、言わないでください」

　ソニアは真っ赤になった顔を両手で覆った。

「恥ずかしがることはありません。私はとても嬉しいですよ」

　彼はそう言うと反対側の足の太腿に口づける。柔らかい部分に吸い付かれて、ぴりっと肌が痛む。

「ああ。すみません。あまりに愛おしくて、痕をつけてしまいました」

「え？」

「このような場所、私以外は誰も見ないですからよろしいですよね？」

　ヒューゴの声はうっとりとしているように聞こえる。キスマークを付けた太腿を彼が指で撫でた。

「私のものだというように、ソニア嬢の白い肌に痕をつけられて嬉しいです」

「見えないところだけにしてくださいね」

　彼にキスされるのは嬉しいのだが、人にその痕を見られるのは恥ずかしい。

「ええ。ドレスで隠れる場所に、たくさんつけさせていただきます」

　繰り返し口づけていたヒューゴが、立ち上がる気配がする。何をするのかとソニアが顔を向けると、彼は服を脱ぎだした。彼女は、慌てて目を逸らしてまた俯く。男の裸など見たことがない。彼の引き締まった体を見て、胸が高鳴った。

　服を全て脱ぐと、ヒューゴはソニアを抱えあげて、ベッドの真ん中へ移動した。彼は、ベッドに手をついて彼女の顔を覗きこむ。

「怖いですか？」

　彼の目には、熱情や欲望と混じって不安の光が見えた。恋愛経験に乏しいソニアに合わせて、ヒューゴが気遣ってくれている。それに気が付いて、彼女は首を振って、彼のほうへ両手を伸ばす。

「いいえ。ヒューゴ様になら、何をされても構いません」

「煽らないでください」

　ヒューゴが困ったように笑う。

「大切にしたいのに、暴走して、あなたをめちゃくちゃにしてしまいそうです」

　下がってくる彼の首に手を回し、どちらからともなく唇を重ねた。

　お互いの舌を絡めて、深い口づけを繰り返すと、やがて彼の唇は顎から首筋へと移動する。

「あ……。んん」

　乳房に吸い付かれ、乳首を転がされればソニアの口から甘い吐息が漏れだした。

　ヒューゴはもう片方の乳首を摘まんで弄る。彼女は声を抑えるように手を口へ持っていく。

「や……、あん」

　彼は片方の手で乳房を揉み、もう片方の手はソニアの体を撫でた。そのままパンツの中へ手を入れて、彼女の中心を探る。

「ああ。濡れていらっしゃいますね」

　細いが、骨ばった彼の指が彼女の割れ目を開いて体の中へ入ってきた。

「あっ！」

　びくんと腰が揺れ、同時に愛液も溢れ出てくる。くちゅくちゅと水音がして、蜜を滴らせているのがわかった。

「あ、あ……。……恥ずかしい」

　ソニアは両腕で顔を覆う。熱が出たように頬が熱かった。

「可愛いですよ、ソニア嬢」

　ヒューゴが指についた蜜を舐める。彼の淫靡で蠱惑的な微笑みが、腕の間から見えた。

　ヒューゴは、ソニアの手を取ると、彼女の顔の横に置く。

「隠さないでください。あなたのすべてを見ていたいのです」

　指を絡めた恋人つなぎにして、片手で彼女の乳房を揉みしだく。

　手のひらに収まる彼女の乳房を揉みながら、ヒューゴが立ち上がっている乳首を扱いた。

「あ、あん、あぁ……」

　刺激を受けて、思わず彼女が顔をのけぞらす。感じている彼女を見て、彼は嬉しそうに微笑むと、ふくらみの横に吸い付いてキスマークをつけた。

　胸を触っていた手はゆっくりと下へ下りていって、腰を撫でながらパンツの紐の端を引っ張る。そのようにして両脇の紐をほどき、一枚布になったパンツを外して、再び彼女の中へ指を入れた。

「あ……」

　反射的にヒューゴのほうへ顔を向け、隣に横たわる彼の胸に、甘えるようにすり寄る。

　ヒューゴは繋いでいた手を外すと、彼女の首の後ろへ腕を通して肩を抱く。頬に彼の素肌を感じて、ソニアの体はますます熱を帯びてきた。

「やぁ、……あん。あ……」

　拘束されていないのに彼女の手は、まるでベッドに縫い付けられたかのように動かない。

　体の中で蠢く彼の指に反応して彼女の腰は快感に跳ねとび、もっとしてほしいと強請るように胸を反らした。

「ああ、ソニア嬢。なんて可愛らしい」

　ヒューゴは突き出されている胸にキスをして、服で隠れるだろう場所に吸い付いては痕をつけた。彼が口づけるたびに、ソニアはびくびくと揺れる。

「こんなに素直に感じて。あなたの中は、もうぐっしょりですね」

　指を入れている蜜壷からは蜜が滴っていた。

「あ、あ……。ヒュー……ゴ、様ぁ」

　潤んだ目で見つめるソニアを見て、ヒューゴは嫣然と微笑む。彼が蜜壷に二本目の指を入れると、彼女は快楽に身を震わせた。

「ソニア嬢、教えてください。どこが気持ちいいですか？」

　耳元で囁くヒューゴの甘い声が情欲を誘い、ソニアは熱に浮かされておかしくなりそうだ。

「ふっ……、う……。あ、はぁ……」

　彼女の喘ぐ声と表情を見ながら、彼はゆっくり丹念に指を動かす。根元まで押し込んだ指を、奥で少し曲げた。

「っ！」

　ソニアは、声にもならない息を吐いて目を見開く。彼女が強く反応した場所を、彼は執拗に擦った。

「やっ！　あっ！」

　ヒューゴが、見つけたと言わんばかりににやりと笑う。

「ここが、いいんですね」

　敏感な部分を攻められ、彼女はびくびくと震える。身体が弓なりになり、足を突っ張った。

「あーっ！　あっ、あ……」

　ひときわ高い嬌声を上げて、やがて弛緩する。初めての感覚に、ソニアの頭は真っ白になった。

「イケたようですね」

　ぼんやりとヒューゴを見ると、彼は満足そうな顔をしていた。

（これが、イクということ？）

　言葉としては知っていても、経験がない。心地よさとけだるさを感じて、彼女はぜいぜいと肩で息をした。

「このまま、力を抜いていてください」

　彼が彼女の足の間に身体を入れ、蜜口に肉棒を宛がう。蜜を塗りこめるようにして、くさびを差し入れてきた。

「んっ！」

　イカされて、どろどろに溶かされていても、初めて受け入れる彼のものは太くて大きい。表現のしにくい痛みを感じて、身体が逃げるように上がった。

　苦痛に歪む彼女の顔を見て、ヒューゴの動きが止まる。

「すみません、痛いですか？」

　彼が両肘をついて、彼女の体を動かないように押さえた。

「いいえ。大丈夫です。続けてください」

　彼女が首を振ると、彼は優しく微笑む。

「少しだけ、我慢してください」

　そう言って一気に貫いた。

「っ！」

　強烈な痛みがソニアの体を襲う。だが、ヒューゴと一つになれたことは、彼女にとっては喜びに等しい。目の端から、一筋の涙が流れた。

「ソニア嬢」

　彼が、唇で涙を吸い取ってくれる。
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「愛しています。ソニア嬢」

　彼の言葉が胸に染み込み、心が温かくなった。両手を伸ばして、彼の頬に触れる。

「私も、ヒューゴ様を愛しています」

　見つめ合い、彼女が目を瞑ると、彼が優しいキスを落とす。口づけられると、安心したかのように、ソニアの体から力が抜けた。

「痛みは大丈夫ですか？　動いてもよろしいでしょうか」

　目を開けると、なぜか彼は苦しそうな顔をしている。ソニアにとっては、痛みよりも、ずっしりとしたお腹の中の圧迫感のほうが強い。

「大丈夫です。ヒューゴ様のしたいようにしてください」

　彼女が言うと、彼は眉を顰める。

「煽らないでくださいと言ったでしょう。そのように可愛らしいことをおっしゃると、どうなっても知りませんよ」

　ヒューゴがさらに腰を押し付け、深い部分まで繋がった。

「あっ！　ああ……」

　ぐりぐりと奥を抉られると、ぞくぞくとした痺れが体中を駆け巡る。ソニアは思わずヒューゴの体にしがみつく。

「ああ、ソニア嬢。あなたの中は熱いのですね。私のものを締め付けて、すぐにでも爆発しそうです」

　彼は嬉しそうに彼女の体を抱きしめた。

　はじめはソニアを気遣うようにゆっくりとした動きだったが、彼女が痛みを忘れて悦びを感じ始めると、彼は自制心を失ったようだ。彼女の悦楽の表情と乱れた姿に欲望を刺激されたかのように、ヒューゴは激しく腰を動かしだした。がくがくと揺さぶられ、ソニアの意識はふわふわと浮遊し、すぐに頂上へ押し上げられる。

「あ、あ、ヒューゴ様……」

「ソニア嬢、愛しています」

　名前を呼び合い、口づけを繰り返す。夢中になって抱き合い、お互いの体に溺れていた。

　ソニアが再び絶頂を迎えるのと、彼が熱情を放出するのはほぼ同時だった。

　二人は重なり合ったまま、荒い息を吐く。

「あなたは私だけのものです。もう、他の男の好感度は上げないでください」

　ヒューゴは、ソニアを抱きしめると、優しく髪を撫でた。

「ええ。ヒューゴ様も、私だけのものになってくださいますか？」

「もちろんです。私の心には、ソニア嬢しかいらっしゃいません」

　互いに微笑みあって額を合わせる。

　このまま朝を迎えられたら嬉しいのだが、さすがに寮内でそこまではできない。

　しばらく抱き合ったあと、やがて彼は本邸へ帰っていった。

















七．ゲームのエンディング












　寝室をノックする音でソニアは目が覚めた。ベッドから起き上がると、下腹部に鈍痛を感じる。引き寄せた上掛けには、まだヒューゴの香りが残っているようだ。

　ソニアは幸せな気持ちで朝を迎えた。

「お嬢様、お目覚めですか？　朝食をお持ちいたしました」

　ドアの向こうから侍女が声を掛ける。

　昨日でソシアルスクールの授業が終わったので、今日から私室で食事をするようになったのだ。

　昨夜ヒューゴが帰ったあとで、シャワーは浴びた。ソニアは手早く着替えると、リビングに用意された食事をとった。

　食後のお茶を飲みながらくつろいでいると、いきなりドアが開く。

「どういうことよ！」

　イザベラが、怒鳴りつけながら、ずかずかとソニアのそばへやってきて、ばんっとテーブルを叩いた。

「なんで、あたしだけ卒業を取り消されるの！」

　ソニアは、侍女と顔を見合わせて首を傾げる。

「卒業の取り消し？」

「なんでヒューゴの執務室に、事務員や警備員たちがやってくるの？　おかげで反省室に入れられてしまったじゃないの！」

　顔を突き出すようにしてイザベラが詰め寄ってくるので、ソニアはソファーの上で仰け反った。

「それは、あなたが失礼極まりない無作法をしたからでしょう」

　突然声がして、そちらを見ると、開け放たれたままになっていたドアのところに、ヒューゴが立っていた。

「ソニア嬢、失礼しますよ」

　部屋に入ってきた彼は、ソニアのそばへ行くと、侍女に警備をしている護衛たちを呼ぶように耳打ちする。侍女は頷いて、こっそりと部屋を出て行った。

　ヒューゴが近くにいて、昨夜のことを思い出したソニアは、恥ずかしそうに頬を染めて立ち上がる。

　気付かれないようにヒューゴから離れようとすると、彼はそっと彼女の手をとった。

　後ろ手でソニアの手を握りしめ、彼女を背中で庇うようにして、彼はイザベラを正面から見据える。

「私が執務室から出たあと、さっさとご自分の部屋に帰っていればよろしいのに、いつまでも居座っているから反省室へ入れられたのです」

　彼の侮蔑の目に、イザベラは顔を真っ赤にした。

　昨夜ヒューゴがケネスに頼んだのは、執務室の施錠らしい。ケネスが本邸の事務室に連絡し、事務員が護衛を連れてヒューゴの執務室を訪れた時、イザベラはソファーでくつろいでいたという。

　勝手に入っていると思った事務員が問い詰めて、イザベラは「ヒューゴと会う約束をしている」といったようだが、事前に申請は出ていない。

　いくら管理者の執務室でも、男の部屋へ夕食もすんだ夜間に、前触れもなく令嬢が訪れるのはふしだらではしたない行動だ。

　イザベラは厳重注意を受けるとともに、反省室へ入れられて卒業資格をはく奪されたそうだ。

「ムアヘッド男爵に連絡しましたら、〝修道院へ入れて躾しなおしてもらう〟とおっしゃっておられました。男爵家からの迎えの馬車が来られるまでに、荷物をまとめて準備していてください」

「修道院ですって？」

　イザベラがヒューゴに食って掛かる。

「そこへ入るのは、あたしじゃなくて、ソニアじゃない！」

「どうして、そんなことが言えるのですか？」

「それは……」

　乙女ゲームのことを言えないから、彼女が口ごもっていると、ヒューゴが代わりに言う。

「修道院へ行くのは、乙女ゲームのヒロインが王子攻略に失敗したバッドエンドだからですか？」

「なんで、それを……」

　イザベラの顔色がさっと変わり、ソニアは目を丸くする。まさか、ヒューゴからゲームのことを言いだすとは思ってもいなかった。

　だが、侍女も出て行ったこの部屋には、乙女ゲームのことを知っている者しかいない。だからだろう。

「執務室へ来るたびに、あなたは妄想をして、よく独り言をおっしゃっていましたね。ソニア嬢にゲームの内容は聞いていましたから、あなたの話と総合すれば、おおよその推測はできるようになりました」

　嘲笑するヒューゴを見て、イザベラが彼の後ろにいるソニアを睨み付ける。

「なんでゲームのことをしゃべるのよ！　対象者に攻略内容をばらすなんて、馬鹿じゃないの！」

　鬼のような形相をする彼女を見て、ソニアは首をすくめてヒューゴの背中に隠れた。

　彼は、縋りつく彼女を愛おしそうに見つめたあと、イザベラには厳しい目を向ける。

「愚かなのは、あなたのほうでしょう。浅はかな考えで、あなたはメインルートのヒロインに成り代わったようですけれど、レイモンド殿下の恋人にはなれなかったのですから、彼のキャラクターバッドエンドになったのでしょう」

「私がヒロインに成り代わっていたのなら、なんでちゃんとイベントが発生しなかったのよ」

「もちろん、私が邪魔をしたからですよ」

「どうして、そんなことすんのよ！」

　ヒューゴが、ソニアやコンスタンスなど、キャラクターの立場を入れ替える計画を立てて実行していたと聞いて、イザベラは憤慨した。

「ソニアは、あんたを攻略しようとしていたんだから、あたしがレイモンドの恋人になったって、あんたたちには関係ないじゃない」

「私は、レイモンド殿下の側近ですよ。殿下が完璧な婚約者を顧みず、分を弁えない女に引っかかるのを阻止するのは当然でしょう」

「分を弁えてないのは、ソニアのほうでしょう！」

　イザベラが、ヒューゴの後ろにいるソニアに掴みかかる。

「全然ヒロインらしくないくせに、あんたばっかりずるいじゃない！」

「何をするのですか！」

　ヒューゴがソニアを守って、イザベラを突き飛ばす。突き飛ばされたイザベラが、ソファーに倒れ込んで顔を上げると、ソニアは彼の腕の中で大事そうに抱えられていた。

「なんでそんな女がいいのよ！　ソニアなんて、普通の貴族令嬢と一緒じゃない。攻略者は、自分の周りにいない、庶民的な女を好きになるはずでしょう」

　自分のほうがヒロインの設定に近くてふさわしいというイザベラを、ヒューゴは冷たく見下ろす。

「他の攻略者方のことはわかりませんが、少なくとも私は、礼儀作法も身に付いていない、だらしない女に興味はありません」

「だったら、なんであたしに毎日執務室へ来いって誘ったの？　ツンデレのあんたは、あたしのことが好きだから、嫌味を言って意地悪していたんでしょう」

「ツンデレとは、なんですか？　私は好きな女性に意地悪をする趣味はありませんよ。あなたを執務室へ呼んでいたのは、ゲームの情報を聞き出すためだけです」

　どうやらイザベラは、執務室でヒューゴに嫌味を言われたり冷たくされたりしていたようだ。そして、ヒューゴが彼女にそのような態度をとるのは、設定どおりのツンデレだからで、彼が自分のことを好きになったからだと思い込んでいたようだ。

「あなたの狙いが、オーギュスト殿下やケネス殿なら、邪魔はしませんでしたよ」

　ヒューゴが言うと、イザベラは目を大きく見開いたあと、わっと泣き出した。

　婚約者のいる男を横取りしようとしたり、高望みをしたりしなければ、ハッピーエンドになっていたと後悔したようだ。ソファーに突っ伏して泣きじゃくるイザベラを、ソニアが憐れむように黙って見つめていると、ようやく侍女が護衛を連れてくる。

　イザベラは自室に軟禁され、男爵家の迎えが来るまで護衛たちが彼女の部屋の前に立つことになった。






　翌日は、ソシアルスクールから王宮へ移動して、生徒たちは順番に国王に謁見し、卒業資格の勲章を授与される。

　卒業生は男女とも社交界へ出席するのは初めてなのだが、デビュタントとしてお披露目されるのは女性のみだ。

　王宮の大広間で、ソニアはヒューゴと一緒に舞踏会が始まるのを待っていた。

　国王夫妻が入場すれば開会して、レイモンドとコンスタンスの結婚の日取りが告知される予定で、周りはお祝いムードだった。

「コンスタンス様は、ソシアルスクールでも、とても優秀だったそうですね」

「お似合いのお二人ですから、喜ばしいことですわ」

　人々の囁きが耳に入り、ソニアは、婚約破棄イベントが起こらないで、本当によかったと胸をなでおろした。

「おや、君は確か、ソシアルスクールで会ったことがあるね」

　声を掛けられて見てみると、オーギュストがそばに来ていた。

　ヒューゴが眉を顰めて、ソニアの肩を抱く。

「これは、オーギュスト殿下。私の婚約者と知り合いですか？」

「え？　婚約者？」

　オーギュストが目を丸くした。

「ええ。先日、正式に婚約いたしました、ソニア・ユングソン伯爵令嬢です」

　ヒューゴが改めて紹介するので、ソニアは貴婦人の礼を取る。

「オーギュスト殿下。ソシアルスクールでお目に掛かれたことを覚えていてくださって、ありがとうございます」

「うむ。今夜、君に会えたらダンスに誘おうと思っていたのだが、婚約者がいては無理だね」

　オーギュストは残念そうな顔をした。誰も攻略できていなければ、彼とダンスをしたあと、そのまま言葉巧みに誘われていただろう。

　追加ディスクをプレイしていないからこそ、気が付かないうちにプレイボーイの愛人にされていたかもしれないと思うと、ヒューゴが婚約を整えていてくれたことに感謝する。

「じゃあ、私は、レイモンドにお祝いを言ってくるよ」

　軽く手を上げて、オーギュストは王族席にいるレイモンドのほうへ行った。

　国王夫妻が入場して、レイモンドとコンスタンスの挙式を半年後に執り行うことを告げる。

　祝福の拍手のあと、デビュタントたちが、それぞれのパートナーと一緒に広間の中央ホールへ集まる。楽団たちがファーストダンスの音楽を奏ではじめた。

　ソニアがヒューゴと踊っていると、見学している貴族たちの輪の中にケネスの姿が見える。隣にいる女性は、容姿や雰囲気から彼の姉のようで、今夜のパートナーなのだろう。

　男性は、初めての社交界でもパートナーがすでにデビューを済ませた女性なら、デビュタントたちのダンスがすんだあとに、一般と混じってファーストダンスをする。

　じっと見つめてくる彼の目に、未練が残っているように感じて、ソニアが視線を外すように俯く。すると、ヒューゴがさりげなくターンをした。

「ケネス殿が気になるのですか？」

　位置が変わったことで、ソニアの目からケネスが見えなくなり、ヒューゴは彼女の表情が曇った理由に気が付いたようだ。

　ヒューゴに尋ねられて、ソニアは首を振る。

「いいえ。私が気になるのは、ヒューゴ様のことだけです」

　顔を上げた彼女が笑顔を見せると、彼が目を見開き、かすかに頰を染めた。

「あなたは、本当に私を煽るのがお好きなようですね」

　くすりと微笑んで、彼は彼女の耳元に唇を寄せる。

「また、あなたを押し倒したくなりましたよ」

「え、あの……」

　ソニアの頬が熱くなった。

「ユングソン伯爵の許可は頂いておりますので、今夜あなたの部屋に伺ってもよろしいですか？」

　今夜の舞踏会の出席者には、王宮の客室が用意されている。

　ネイクロフト公爵家にもユングソン伯爵家にも家族分の部屋を与えられているが、階は違った。それでも婚約しているのだから、お互いの部屋に行き来していても咎める者はいないだろう。

「は……い」

　逡巡したソニアが小さな声で返事をすると、ヒューゴは嬉しそうに彼女を抱きしめた。

　曲が終わると、デビュタントたちに向けて拍手が沸き上がる。

「ケネス殿は、私たちを祝福してくださっていますよ」

　ヒューゴに言われて、ケネスのほうを見ると、彼が微笑みながら手を叩いているのが見えた。

　仲睦まじく踊っていたソニアとヒューゴを見て、ケネスも踏ん切りがついたようだ。そのあとは、ソニアがケネスのほうを見ても、彼と目が合うことはない。

「これで、ソニア嬢は私だけのものですね」

　ソニアの肩を抱いているヒューゴは、満足そうな笑顔を浮かべていた。
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